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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第一通信回線と、前記第一通信回線より優先度が低い第二通信回線と、に接続された端

末装置が行う音信号受信復号方法であって、

　複数フレームのうちの予め定めたフレームについては、前記第一通信回線から入力され

た第一符号列に含まれるモノラル符号と、前記第二通信回線から入力された第二符号列に

含まれる拡張符号のうち当該モノラル符号とフレーム番号が最も近い拡張符号と、を出力

し、

前記予め定めたフレーム以外のフレームについては、前記第一通信回線から入力された第

一符号列に含まれるモノラル符号と、既に出力した拡張符号のうち最も新しい拡張符号と

、を出力する受信ステップと、

　フレームごとに、前記受信ステップで出力した前記モノラル符号と、前記受信ステップ

で出力した前記拡張符号と、に基づいてＣ個（Ｃは２以上の整数）のチャンネルの復号デ

ィジタル音信号を得て出力する復号ステップと、

　を含む音信号受信復号方法。

【請求項２】

　請求項１に記載の音信号受信復号方法であって、

　前記復号ステップは、

　前記受信ステップで出力した前記モノラル符号を復号してモノラル復号ディジタル音信

号を得るモノラル復号ステップと、
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　 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が

混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前 記 受 信 ス テ ッ プ で 出 力 し た 前 記 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得

ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ

ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル

音 信 号 を 得 て 出 力 す る 拡 張 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 音 信 号 受 信 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線 と 、 に 接 続 さ れ た 端

末 装 置 が 行 う 音 信 号 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基

づ い て Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、

前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第

一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム で 用 い た 最 も 新 し い 拡 張 符

号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 復 号 ス テ ッ プ

、

　 を 含 む 音 信 号 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線 と 、 に 接 続 さ れ た 端

末 装 置 が 行 う 音 信 号 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号

を 復 号 し て モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る モ ノ ラ ル 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音

信 号 が Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号

で あ る と 見 做 し 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ

て 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が

最 も 近 い 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ

ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、

前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号

が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前 記 予 め

定 め た フ レ ー ム で 得 た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ ャ ン

ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 拡 張 復 号 ス テ ッ プ と 、

　 を 含 む 音 信 号 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 音 信 号 復 号 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム に お け る 前 記 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、

　 前 記 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 過 去 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 ま

た は 重 み 付 き 平 均 で あ る

　 こ と を 特 徴 と す る 音 信 号 復 号 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線 と 、 に 接 続 さ れ た 端

末 装 置 に 含 ま れ る 音 信 号 受 信 側 装 置 で あ っ て 、

　 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力

し 、

前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第
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一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 既 に 出 力 し た 拡 張 符 号 の う ち 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と

、 を 出 力 す る 受 信 部 と 、

　 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 受 信 部 が 出 力 し た 前 記 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 受 信 部 が 出 力 し た 前

記 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 を 得 て 出 力 す る 復 号 装 置 と 、

　 を 含 む 音 信 号 受 信 側 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 音 信 号 受 信 側 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 復 号 装 置 は 、

　 前 記 モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る モ ノ ラ ル 復 号 部 と 、

　 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が

混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前 記 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個

の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報

で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 拡 張 復

号 部 と 、

　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 音 信 号 受 信 側 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線 と 、 に 接 続 さ れ た 端

末 装 置 に 含 ま れ る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基

づ い て Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、

前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第

一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム で 用 い た 最 も 新 し い 拡 張 符

号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 復 号 部 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線 と 、 に 接 続 さ れ た 端

末 装 置 に 含 ま れ る 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号

を 復 号 し て モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る モ ノ ラ ル 復 号 部 と 、

　 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音

信 号 が Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号

で あ る と 見 做 し 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ

て 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が

最 も 近 い 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ

ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、

前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号

が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前 記 予 め

定 め た フ レ ー ム で 得 た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ ャ ン

ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 拡 張 復 号 部 と 、

　 を 含 む 復 号 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 復 号 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム に お け る 前 記 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、

　 前 記 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 過 去 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 ま

た は 重 み 付 き 平 均 で あ る
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　 こ と を 特 徴 と す る 復 号 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 音 信 号 受 信 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ

グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 請 求 項 ３ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 音 信 号 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る

た め の プ ロ グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 音 信 号 受 信 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ

グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 ３ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 音 信 号 復 号 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る

た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 異 な る 少 な く と も ２ つ の 通 信 網 に 接 続 さ れ た 端 末 装 置 に

お け る 音 信 号 の 復 号 技 術 、 こ れ に 対 応 す る 音 信 号 の 符 号 化 技 術 、 の 少 な く と も 何 れ か に 関

す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 異 な る ２ つ の 通 信 網 に 接 続 さ れ た 端 末 装 置 間 に お け る 音 信 号 の 符 号

化 と 復 号 の 先 行 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ の 技 術 が あ る 。 特 許 文 献 １ の 符 号 化 装 置 は 、 所

定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た 音 信 号 を ス ケ ー ラ ブ ル 符 号 化

し て ベ ー ス レ イ ヤ の 符 号 で あ る 低 域 符 号 １ と 拡 張 レ イ ヤ の 符 号 で あ る 低 域 符 号 ２ と 高 域 符

号 を 得 て 、 低 域 符 号 １ を 優 先 度 が 高 い パ ケ ッ ト に 含 め て 帯 域 保 証 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク Ｂ に

少 な く と も 送 出 し 、 低 域 符 号 ２ と 高 域 符 号 を 優 先 度 が 低 い パ ケ ッ ト に 含 め て 帯 域 保 証 さ れ

て い な い ネ ッ ト ワ ー ク Ａ に 送 出 す る 。 特 許 文 献 １ の 復 号 装 置 は 、 優 先 度 が 高 い パ ケ ッ ト を

受 信 し た と き に 制 限 時 間 経 過 の 監 視 を 開 始 し 、 制 限 時 間 が 経 過 す る と そ の 時 点 で 受 信 済 み

の パ ケ ッ ト を 用 い て 復 号 を す る 。 す な わ ち 、 通 常 は ネ ッ ト ワ ー ク Ａ の 方 が ネ ッ ト ワ ー ク Ｂ

よ り も 遅 延 が 大 き い こ と か ら す る と 、 特 許 文 献 １ の 復 号 装 置 は 、 実 質 的 に は 、 ベ ー ス レ イ

ヤ の 符 号 の 到 着 か ら 上 述 し た 制 限 時 間 後 に 、 低 域 符 号 ２ と 高 域 符 号 も 到 着 し て い れ ば 、 低

域 符 号 ２ と 高 域 符 号 も 用 い た 復 号 処 理 を 行 っ て 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 て 、 低 域 符 号 ２ と

高 域 符 号 が 到 着 し て い な け れ ば 、 低 域 符 号 １ の み を 用 い た 復 号 処 理 を 行 っ て 必 要 最 低 限 の

音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ ７ １ ３ ２ 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 多 く の フ レ ー ム で 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る た め に は 、 必 要 最

低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 の み を 得 る 構 成 で 生 じ る 遅 延 時 間 よ り も は る か に 長 い 時 間 を 上 述

し た 制 限 時 間 と し て 設 定 す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 特 許 文 献 １ の 技 術 に は 、 多 く の フ レ ー

ム で 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 よ う と す る と 、 双 方 向 通 話 の 際 に 違 和 感 が 生 じ て し ま う ほ ど

長 い 遅 延 時 間 と な る よ う に 上 述 し た 制 限 時 間 を 設 定 し な け れ ば な ら な い と い う 課 題 が あ る

。 ま た 、 特 許 文 献 １ の 技 術 に お い て 、 双 方 向 通 話 の 際 に 違 和 感 が 生 じ な い よ う に こ の 制 限

時 間 を ０ に 近 付 け て し ま う と 、 優 先 度 が 高 い パ ケ ッ ト が 制 限 時 間 内 に 到 着 し て い る フ レ ー

ム の 割 合 が 非 常 に 小 さ く な っ て し ま う 。 従 っ て 、 特 許 文 献 １ の 技 術 に は 、 双 方 向 通 話 の 際
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に 違 和 感 が 生 じ な い よ う に 制 限 時 間 を 設 定 す る と 、 ほ と ん ど の フ レ ー ム で 高 音 質 の 復 号 音

信 号 を 得 る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 本 発 明 で は 、 必 要 最 低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 の み を 得 る 構 成 よ り も 遅 延 時 間 を 大

幅 に 増 大 さ せ る こ と な く 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る こ と が で き る 技 術 を 提 供 す る こ と を

目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線

と 、 に 接 続 さ れ た 端 末 装 置 が 行 う 音 信 号 受 信 復 号 方 法 で あ っ て 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予

め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ

ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当

該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 し 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー

ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ

ノ ラ ル 符 号 と 、 既 に 出 力 し た 拡 張 符 号 の う ち 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 す る 受 信 ス テ

ッ プ と 、 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 受 信 ス テ ッ プ で 出 力 し た 前 記 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 前 記 受 信 ス

テ ッ プ で 出 力 し た 前 記 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 復 号 ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線

と 、 に 接 続 さ れ た 端 末 装 置 が 行 う 音 信 号 復 号 方 法 で あ っ て 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定

め た フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ

ル 符 号 と 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該

モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数

） の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ

レ ー ム に つ い て は 、 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号

と 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム で 用 い た 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て Ｃ 個 の チ ャ ン ネ

ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 復 号 ス テ ッ プ 、 を 含 む 。

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 第 一 通 信 回 線 と 、 前 記 第 一 通 信 回 線 よ り 優 先 度 が 低 い 第 二 通 信 回 線

と 、 に 接 続 さ れ た 端 末 装 置 が 行 う 音 信 号 復 号 方 法 で あ っ て 、 フ レ ー ム ご と に 、 前 記 第 一 通

信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 を 得 る モ ノ ラ ル 復 号 ス テ ッ プ と 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に

つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル

の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前 記 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ

れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 前 記 第 一 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列

に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ

メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特

徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出

力 し 、 前 記 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 前 記 モ ノ ラ ル 復 号 デ ィ ジ タ ル

音 信 号 が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 前

記 予 め 定 め た フ レ ー ム で 得 た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の

チ ャ ン ネ ル の 前 記 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 拡 張 復 号 ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 必 要 最 低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 の み を 得 る 構 成 よ り も 遅 延 時 間 を 大 幅

に 増 大 さ せ る こ と な く 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 電 話 シ ス テ ム の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 の 音 信 号 送 信 側 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 の 音 信 号 受 信 側 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 の 音 信 号 受 信 側 装 置 に お け る 、 入 力 さ れ る 符 号 と 出 力 す る

信 号 の 時 間 的 な 関 係 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 従 来 技 術 を 用 い た 音 信 号 受 信 側 装 置 に お け る 、 入 力 さ れ る 符 号 と 出 力 す る 信 号 の

時 間 的 な 関 係 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 多 地 点 制 御 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 多 地 点 制 御 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 多 地 点 制 御 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 多 地 点 制 御 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 の 音 信 号 送 信 側 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 の 音 信 号 受 信 側 装 置 の 処 理 の 例 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 各 装 置 を 実 現 す る コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 構 成 の 一 例 を

示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

≪ 電 話 シ ス テ ム １ ０ ０ ≫

　 電 話 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す 通 り 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ （ ｍ は １ 以

上 Ｍ 以 下 の 各 整 数 、 Ｍ は ２ 以 上 の 整 数 ） と 、 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ と 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ と 、

を 含 む 。 電 話 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 １ に 破 線 で 示 す 通 り 、 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ －

ｎ （ ｎ は １ 以 上 Ｎ 以 下 の 各 整 数 、 Ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） を 含 ん で も よ い 。 各 複 数 回 線 対 応 端

末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ は 、 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ の 各 通 信 回 線 で あ る 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ を 介

し て 別 の 端 末 装 置 と 接 続 可 能 と さ れ て い る 。 さ ら に 、 各 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ

は 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ の 各 通 信 回 線 で あ る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ を 介 し て 別 の 複 数 回 線

対 応 端 末 装 置 と 接 続 可 能 と さ れ て い る 。 各 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ は 、 第 一 通 信

網 ４ ０ ０ の 各 通 信 回 線 で あ る 第 一 通 信 回 線 ４ ２ ０ － ｎ を 介 し て 別 の 端 末 装 置 と 接 続 可 能 と

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

≪ 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ ≫

　 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ と 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ と は 、 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 異 な る 通 信 網 で あ る 。

第 一 通 信 網 ４ ０ ０ は 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ よ り も 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 高 い 通 信 網 で あ り 、 あ

る 端 末 装 置 か ら 別 の 端 末 装 置 に 所 定 の ビ ッ ト レ ー ト の 符 号 列 を 短 い 遅 延 時 間 で 伝 送 で き る

よ う に し た 通 信 網 で あ る 。 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ は 、 例 え ば 、 従 来 型 携 帯 電 話 機 や ス マ ー ト フ

ォ ン で あ る 端 末 装 置 と 、 従 来 型 携 帯 電 話 機 や ス マ ー ト フ ォ ン で あ る 別 の 端 末 装 置 と 、 の 間

で の 双 方 向 通 話 に 用 い ら れ る 通 信 網 で あ り 、 一 般 に は 電 話 回 線 と 呼 ば れ る 通 信 回 線 を 備 え

た 通 信 網 で あ る 。 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ は 、 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ よ り も 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 低 い

通 信 網 で あ り 、 あ る 端 末 装 置 か ら 別 の 端 末 装 置 に 遅 延 時 間 の 制 約 を 設 け ず に 符 号 列 を 伝 送

で き る よ う に し た 通 信 網 で あ る 。 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ は 、 例 え ば 、 ス マ ー ト フ ォ ン で あ る 端

末 装 置 か ら ス マ ー ト フ ォ ン で あ る 別 の 端 末 装 置 に 映 像 や 文 字 列 な ど の デ ー タ を 伝 送 す る 場

合 に 用 い ら れ る 通 信 網 で あ り 、 一 般 に は イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 と 呼 ば れ る 通 信 回 線 を 備 え た

通 信 網 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ に は 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ と 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ を 分 け て 記 載 し て あ る が 、 第 一 通 信 網 ４

０ ０ と 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ が 物 理 的 に 分 か れ て い る 必 要 は な く 、 論 理 的 に 分 か れ て い れ ば よ

い 。 同 様 に 、 端 末 装 置 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ と 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ の 両 方 に 接 続

さ れ て い る 場 合 に お い て 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ と 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ が 物 理 的 に

分 か れ て い る 必 要 は な く 、 論 理 的 に 分 か れ て い れ ば よ い 。 す な わ ち 、 各 端 末 装 置 は １ つ の

IP通 信 回 線 に よ っ て １ つ の IP通 信 網 に 接 続 さ れ て い て 、 パ ケ ッ ト の 優 先 制 御 な ど に よ っ て

、 情 報 伝 送 の 優 先 度 が 高 い 通 信 網 及 び 通 信 回 線 で あ る 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ 及 び 第 一 通 信 回 線
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４ １ ０ － ｍ と 、 第 一 通 信 網 ４ ０ ０ 及 び 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ よ り も 情 報 伝 送 の 優 先 度 が

低 い 通 信 網 及 び 通 信 回 線 で あ る 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ 及 び 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ と 、 が 論 理

的 に 構 築 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ が VoLTE（ Voice o

ver LTE, Voice over Long Term Evolution） 対 応 の ス マ ー ト フ ォ ン で あ り 、 第 一 通 信 網

４ ０ ０ 及 び 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ の 例 は LTE通 信 網 及 び LTE回 線 に お け る VoLTE通 信 網 及

び VoLTE回 線 で あ り 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ 及 び 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ の 例 は LTE通 信 網 及 び

LTE回 線 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト 通 信 網 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 な お 、 上 述 し た 通 信 網 、 通 信 回 線 、 端 末 装 置 の 例 は 全 て 移 動 通 信 の も の で あ る が 、 各 通

信 網 が 固 定 通 信 用 の も の で あ る か 移 動 通 信 用 の も の で あ る か 、 各 通 信 回 線 が 有 線 で あ る か

無 線 で あ る か 、 各 端 末 装 置 が 固 定 電 話 機 で あ る か 携 帯 電 話 機 で あ る か 、 な ど に は 制 約 は な

い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 の 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

≪ 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ≫

　 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ は 、 例 え ば VoLTE対 応 の ス マ ー ト フ ォ ン で あ り 、 図 ２

に 示 す 通 り 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ と 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ を 含 む 。 音 信 号

送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ は 収 音 部 ２ １ １ － ｍ と 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ と 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ を

含 む 。 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ と 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ と 再 生 部 ２

２ ３ － ｍ を 含 む 。 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ と モ ノ ラ ル 符 号 化 部

２ １ ２ ２ － ｍ を 含 む 。 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ と 拡 張 復 号 部

２ ２ ２ ２ － ｍ を 含 む 。 な お 、 点 線 で 図 示 す る 通 り 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ と モ ノ ラ ル 符

号 化 部 ２ １ ２ ２ － ｍ を ま と め て 符 号 化 部 ２ １ ２ ９ － ｍ と い い 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ －

ｍ と 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ を ま と め て 復 号 部 ２ ２ ２ ９ － ｍ と い う 。 ま た 、 符 号 化 装 置 ２

１ ２ － ｍ 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ を そ れ ぞ れ 音 信 号 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ 、 音 信 号 復 号 装 置

２ ２ ２ － ｍ と い う こ と も あ る 。 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １

０ － ｍ は 、 図 ３ 及 び 以 下 に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ の 処 理 を 行 い

、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 図 ４ 及 び 以 下 に 例

示 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ３ の 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ １ ５ 】

［ 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ］

　 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ は 、 例 え ば 20msの 所 定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー

ム ご と に 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 対 応 す る モ ノ ラ ル 符 号 を 含 む 符 号 列 で

あ る 第 一 符 号 列 を 得 て 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ に 出 力 し 、 当 該 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 に 対 応 す る 拡 張 符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 二 符 号 列 を 得 て 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０

－ ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ ［ 収 音 部 ２ １ １ － ｍ ］ ］

　 収 音 部 ２ １ １ － ｍ は 、 ２ 個 の マ イ ク ロ ホ ン と ２ 個 の A D変 換 部 を 含 む 。 各 マ イ ク ロ ホ ン と

各 A D変 換 部 は 一 対 一 に 対 応 付 け ら れ て い る 。 マ イ ク ロ ホ ン は 、 マ イ ク ロ ホ ン の 周 辺 の 空 間

領 域 で 発 生 し た 音 を 収 音 し て ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 変 換 し て A D変 換 部 に 出 力 す る 。 A D変 換

部 は 、 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 を 例 え ば サ ン プ リ ン グ 周 波 数 が 8kHzの PC M信 号 で あ

る デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 。 す な わ ち 、 収 音 部 ２ １ １ － ｍ は 、 ２ 個 の マ イ ク

ロ ホ ン の そ れ ぞ れ で 収 音 し た 音 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 、 例 え ば

左 チ ャ ン ネ ル と 右 チ ャ ン ネ ル の ２ チ ャ ン ネ ル ス テ レ オ の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 、 を 符 号 化 装 置

２ １ ２ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ ） 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 収 音 部 ２ １ １ － ｍ の 全 部 ま た は 一 部 は 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 内 部 に 備
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え ず に 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ に 接 続 さ れ る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 音 信 号 送

信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 収 音 部 ２ １ １ － ｍ は マ イ ク ロ ホ ン を 備 え ず に 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２

１ ０ － ｍ に 接 続 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン か ら 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 収 音 部 ２ １ １ － ｍ

の A D変 換 部 に ２ 個 の ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 を 入 力 す る よ う に し て も よ い 。 ま た は 、 音 信 号 送

信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ は 収 音 部 ２ １ １ － ｍ を 備 え ず に 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ に 接 続

さ れ た A D変 換 器 な ど の 収 音 機 器 か ら 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ

に ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 入 力 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

［ ［ 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ］ ］

　 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ に は 、 収 音 部 ２ １ １ － ｍ 、 ま た は 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ

に 接 続 さ れ た 収 音 機 器 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 入 力 さ れ る 。 符 号 化

装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に

対 応 す る モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 得 て 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２

） 。

【 ０ ０ １ ９ 】

［ ［ ［ 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ ］ ］ ］

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 か ら 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 で あ る モ

ノ ラ ル 信 号 と 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ

メ ー タ で あ り か つ 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 と

、 を 得 る 。 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 得 た モ ノ ラ ル 信 号 を モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ２ １ ２ ２ －

ｍ に 出 力 し 、 得 た 拡 張 符 号 を 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー

タ と は 、 時 刻 へ の 依 存 性 の 低 い パ ラ メ ー タ で あ り 、 時 間 分 解 能 が 低 い パ ラ メ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

〔 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 １ 例 〕

　 第 １ 例 と し て 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 を 表 す 情 報 を

特 徴 パ ラ メ ー タ と す る 場 合 の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の フ レ ー ム ご と の 動 作 を 説 明 す る 。

信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時

間 差 を 表 す 情 報 で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － １ １ ） 。 入 力 さ れ た

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 は 周 知 の 何 れ の 方 法 で 求 め て も よ い 。 例 え

ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 予 め 定 め た 範 囲 内 の 各 時 間 差 の 候 補 サ ン プ ル 数 に つ い て

、 一 方 の チ ャ ン ネ ル (第 一 チ ャ ン ネ ル ） の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 と 、 他 方 の チ ャ

ン ネ ル (第 二 チ ャ ン ネ ル ） の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 を 当 該 候 補 サ ン プ ル 数 だ け 進

め た サ ン プ ル 列 と 、 の 相 関 値 を 計 算 し て 、 相 関 値 が 最 大 と な る 候 補 サ ン プ ル 数 で あ る 時 間

差 サ ン プ ル 数 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得 る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 と

、 第 二 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 に 特 徴 パ ラ メ ー タ が 表 す 時 間 差 を 与 え

た サ ン プ ル 列 と 、 の 対 応 す る サ ン プ ル 同 士 の 加 算 に よ る 系 列 、 対 応 す る サ ン プ ル 同 士 の 平

均 値 に よ る 系 列 、 こ れ ら の 加 算 や 平 均 値 に よ る 系 列 を 変 形 し て 得 た 系 列 、 の 何 れ か を 、 ２

個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 で あ る モ ノ ラ ル 信 号 と し て 得 る （ ス テ

ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － １ ２ ） 。 第 二 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 に 特 徴 パ ラ メ

ー タ が 表 す 時 間 差 を 与 え た サ ン プ ル 列 と は 、 例 え ば 、 第 二 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号

の サ ン プ ル 列 を 特 徴 パ ラ メ ー タ が 表 す 時 間 差 サ ン プ ル 数 だ け 進 め た サ ン プ ル 列 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 更 に 、 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 符 号 で あ る 拡 張 符 号 を 得 る （

ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － １ ３ ） 。 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 符 号 で あ る 拡 張 符 号 は 周 知 の 方 法 で

得 れ ば よ い 。 例 え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 の 時 間 差 サ ン プ ル 数 を ス カ ラ 量 子 化 し て 符 号 を 得 て 、 得 た 符 号 を 拡 張 符 号 と し

て 出 力 す る 。 ま た は 、 例 え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル

10

20

30

40

50



(9) JP  7192986  B2  2022.12.20

の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 サ ン プ ル 数 そ の も の を 表 す ２ 進 数 を 拡 張 符 号 と し て 出 力 す る

。

【 ０ ０ ２ ３ 】

〔 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 ２ 例 〕

　 第 ２ 例 と し て 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強

度 差 を 表 す 情 報 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と す る 場 合 の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の フ レ ー ム ご と の

動 作 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 で は 複 素 DFT(Discrete Fourier Transformation)を 用 い る 具

体 例 を 説 明 し て い る が 、 複 素 DFT以 外 の 周 知 の 周 波 数 領 域 へ の 変 換 手 法 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 そ

れ ぞ れ を 複 素 DFTし て 複 素 DFT係 数 列 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ １ ） 。 複 素 DFT係 数

列 は 、 フ レ ー ム 間 で オ ー バ ー ラ ッ プ の あ る 窓 を か け る 処 理 、 複 素 DFTに よ り 得 ら れ る 複 素

数 の 対 称 性 を 考 慮 し た 処 理 、 な ど の 周 知 の 方 法 も 用 い て 得 る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、

フ レ ー ム が 128点 の サ ン プ ル か ら 構 成 さ れ る 場 合 で あ れ ば 、 直 前 の フ レ ー ム の 最 後 の 64点

の サ ン プ ル と 直 後 の フ レ ー ム の 最 初 の 64点 の サ ン プ ル を 含 む 連 続 す る 256点 の デ ィ ジ タ ル

音 信 号 の サ ン プ ル 列 を 複 素 DFTし て 得 ら れ る 256個 の 複 素 数 に よ る 系 列 の う ち の 前 半 の 128

個 の 複 素 数 に よ る 系 列 を 複 素 DFT係 数 列 と し て 得 れ ば よ い 。 以 降 で は 、 fを 1以 上 128以 下 の

各 整 数 と し 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 を V1(f)と し 、 第 二 チ ャ ン

ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 を V2(f)と す る 。 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 次 に

、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 か ら 、 各 複 素 DFT係 数 の 複 素 面 上 で の 半 径 の 値 に よ る

系 列 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ２ ） 。 各 チ ャ ン ネ ル の 各 複 素 DFT係 数 の 複 素 面 上 で

の 半 径 の 値 は 、 各 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 ビ ン ご と の 強 度 に 相 当 す る 。 以

降 で は 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 V1(f)の 複 素 面 上 で の 半 径 の 値 を V1r(f)と し 、 第 二

チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 V2(f)の 複 素 面 上 で の 半 径 の 値 を V2r(f)と す る 。 信 号 分 析 部 ２ １

２ １ － ｍ は 、 次 に 、 周 波 数 帯 域 そ れ ぞ れ に つ い て 一 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と 他 方 の チ

ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と の 比 の 平 均 値 を 得 て 、 平 均 値 に よ る 系 列 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得

る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ３ ） 。 こ の 平 均 値 に よ る 系 列 が 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ

ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 を 表 す 情 報 に 相 当 す る 特 徴 パ ラ メ ー タ で

あ る 。 例 え ば 、 ４ 個 の 帯 域 と す る 場 合 で あ れ ば 、 fが 1か ら 32ま で 、 33か ら 64ま で 、 65か ら

96ま で 、 97か ら 128ま で 、 の ４ 個 の 帯 域 そ れ ぞ れ に つ い て の 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 V

1r(f)を 第 二 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 V2r(f)で 除 算 し て 得 た 32個 の 値 の 平 均 値 Mr(1), Mr(2),

 Mr(3), Mr(4)を 得 て 、 平 均 値 に よ る 系 列 {Mr(1), Mr(2), Mr(3), Mr(4)}を 特 徴 パ ラ メ ー

タ と し て 得 る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 な お 、 帯 域 数 は 周 波 数 ビ ン の 数 以 下 の 値 で あ れ ば よ く 、 帯 域 数 と し て 周 波 数 ビ ン 数 と 同

じ 値 を 用 い て も よ い し 、 1を 用 い て も よ い 。 帯 域 数 と し て 周 波 数 ビ ン 数 と 同 じ 値 を 用 い る

場 合 に は 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 各 周 波 数 ビ ン の 一 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と 他

方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と の 比 の 値 を 得 て 、 得 た 比 の 値 に よ る 系 列 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と

し て 得 れ ば よ い 。 帯 域 数 と し て 1を 用 い る 場 合 に は 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 各 周 波

数 ビ ン の 一 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と 他 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と の 比 の 値 を 得 て 、

得 た 比 の 値 の 全 帯 域 の 平 均 値 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得 れ ば よ い 。 ま た 、 帯 域 数 を 複 数 と

す る 場 合 の 各 周 波 数 帯 域 に 含 め る 周 波 数 ビ ン 数 は 任 意 で あ り 、 例 え ば 、 周 波 数 が 低 い 帯 域

に 含 め る 周 波 数 ビ ン 数 を 周 波 数 が 高 い 帯 域 に 含 め る 周 波 数 ビ ン 数 よ り も 少 な く し て も よ い

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 一 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と 他 方 の チ ャ ン ネ ル の

半 径 の 値 と の 比 に 代 え て 、 一 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と 他 方 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と

の 差 を 用 い て も よ い 。 す な わ ち 、 上 述 し た 例 で あ れ ば 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 V1r(f)

を 第 二 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 V2r(f)で 除 算 し て 得 た 値 に 代 え て 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の

値 V1r(f)か ら 第 二 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 V2r(f)を 減 算 し て 得 た 値 を 用 い て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ま た 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 と

、 第 二 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 と 、 の 対 応 す る サ ン プ ル 同 士 の 加 算 に

よ る 系 列 、 対 応 す る サ ン プ ル 同 士 の 平 均 値 に よ る 系 列 、 こ れ ら の 加 算 や 平 均 値 に よ る 系 列

を 変 形 し て 得 た 系 列 、 の 何 れ か を 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号

で あ る モ ノ ラ ル 信 号 と し て 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ４ ） 。 な お 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２

１ － ｍ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ １ で 得 た 第 一 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT

係 数 V1(f)と 第 二 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 V2(f)の 半 径 の 平 均 値 V Mr(f)

と 角 度 の 平 均 値 V Mθ (f)と を 得 て 、 複 素 面 上 で の 半 径 が V Mr(f)で あ り 角 度 が V Mθ (f)で あ る

複 素 数 V M(f)に よ る 系 列 を 逆 複 素 DFTし て 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し

た 信 号 で あ る モ ノ ラ ル 信 号 を 得 て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ４ ＇ ） 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 更 に 、 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 符 号 で あ る 拡 張 符 号 を 得 る （

ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ５ ） 。 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 符 号 で あ る 拡 張 符 号 は 周 知 の 方 法 で

得 れ ば よ い 。 例 え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ３ で 得 た 値 の

系 列 を ベ ク ト ル 量 子 化 し て 符 号 を 得 て 、 得 た 符 号 を 拡 張 符 号 と し て 出 力 す る 。 ま た は 、 例

え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ３ で 得 た 値 の 系 列 に 含 ま れ る

値 そ れ ぞ れ を ス カ ラ 量 子 化 し て 符 号 を 得 て 、 得 た 符 号 を 合 わ せ た も の を 拡 張 符 号 と し て と

し て 出 力 す る 。 な お 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ ３ で 得 た の が

１ つ の 値 で あ る 場 合 に は 、 そ の １ つ の 値 を ス カ ラ 量 子 化 し て 得 た 符 号 を 拡 張 符 号 と し て と

し て 出 力 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 １ 例 で 説 明 し た 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル

音 信 号 の 時 間 差 や 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 ２ 例 で 説 明 し た 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン

ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 は 、 音 源 の 位 置 に 依 存 す る 。 人 や 楽 器

な ど の 一 般 的 な 音 源 で あ れ ば 、 音 源 の 位 置 が 時 間 変 化 す る こ と は 少 な く 、 音 源 の 位 置 が 時

間 変 化 す る 場 合 で も 音 源 が 急 に 動 か な い 限 り は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 の 時 間 差 や 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 は あ ま り 変 わ ら な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 従 っ て 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム を 含 む 連 続 し た 複 数

個 の フ レ ー ム に つ い て の 、 各 フ レ ー ム の 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号

か ら 得 ら れ た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 、 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得 て 、

得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 重 み 付 き 平 均 に 用 い る

重 み は 、 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム に つ い て 最 も 大 き な 値 と し 、 処 理 対 象 と し て い る フ

レ ー ム か ら 遠 い フ レ ー ム ほ ど 小 さ な 値 と す れ ば よ い 。 な お 、 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム

よ り 未 来 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ を 用 い る と 、 先 読 み が 必 要 と な り 遅 延 が 増 加 し て し

ま う こ と か ら 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム を 含 む 過 去 側 の

連 続 し た 複 数 個 の フ レ ー ム を 用 い る の が よ い 。 な お 、 当 然 な が ら 、 複 数 の 周 波 数 帯 域 ご と

の 強 度 差 を 表 す 情 報 の よ う に 特 徴 パ ラ メ ー タ に 複 数 個 の 要 素 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 特 徴 パ

ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 と は 、 特 徴 パ ラ メ ー タ の 要 素 ご と の 平 均 値 ま た は 重 み

付 き 平 均 値 を 要 素 と す る 数 値 列 の こ と で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 例 え ば 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 波 形 の 差 分 、 す な わ

ち 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 対 応 す る サ ン プ ル 同 士 の 差 に よ る

サ ン プ ル 列 は 、 各 サ ン プ ル の 時 刻 を １ サ ン プ ル ず ら し た だ け で も 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン

ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 波 形 の 差 分 と は 全 く 異 な る サ ン プ ル 列 と な っ て し ま う の で 、 時

刻 へ の 依 存 性 が 高 い 情 報 で あ り 、 時 間 分 解 能 が 高 い 情 報 で あ り 、 時 間 的 変 動 が 大 き い 情 報

で あ る 。 同 様 に 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 位 相 差 、 例 え ば 、 ス

テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ １ － ２ １ で 得 た 第 一 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 V1(f)の

複 素 面 上 で の 角 度 と 第 二 チ ャ ン ネ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 V2(f)の 複 素 面 上 で
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の 角 度 と の 差 は 、 時 刻 へ の 依 存 性 が 高 い 情 報 で あ り 、 時 間 分 解 能 が 高 い 情 報 で あ り 、 時 間

的 変 動 が 大 き い 情 報 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 す な わ ち 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ が 得 る 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、 直 前 に 例

示 し た 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 波 形 の 差 分 や 、 入 力 さ れ た ２

個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 位 相 差 、 の よ う な 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の う ち の 、 音 源 が 発 し た 音 信 号 の 波 形 に 依 存 す る 情 報 を 表 す パ ラ

メ ー タ で は な く 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 １ 例 に 示 し た 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル

の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 や 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 ２ 例 に 示 し た 入 力 さ れ た ２

個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 、 の よ う な 、 入 力 さ れ た ２

個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の う ち の 、 音 源 と マ イ ク ロ ホ ン の 空 間 に お け る

相 対 位 置 に 依 存 す る 情 報 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ る 。 要 す る に 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ が

得 る 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号

の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 分 解 能 が 低 い パ ラ メ ー タ 、 と も い え る し 、

入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か

つ 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ 、 と も い え る し 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 刻 へ の 依 存 性 の 低 い パ ラ メ ー タ 、

と も い え る し 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の

特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 音 源 と マ イ ク ロ ホ ン の 空 間 に お け る 相 対 位 置 に 依 存 す る

情 報 を 表 す パ ラ メ ー タ 、 と も い え る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

［ ［ ［ モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ２ １ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ２ １ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 信 号 を 所 定 の

符 号 化 方 式 で 符 号 化 し て モ ノ ラ ル 符 号 を 得 て 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 符 号 化 方 式 と

し て は 、 モ ノ ラ ル 符 号 の ビ ッ ト レ ー ト が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ の 通 信 容 量 以 下 で あ る 符

号 化 方 式 を 用 い る 必 要 が あ り 、 例 え ば 3GPP EVS規 格 （ 3GPP TS26.442） の 13.2kbpsモ ー ド

の よ う な 携 帯 電 話 用 の 電 話 帯 域 音 声 の 符 号 化 方 式 を 用 い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 す な わ ち 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 を 表 す モ ノ ラ ル 符 号 と 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 分 解 能 が

低 い パ ラ メ ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 と 、 を 得 る 。 な お 、 後 述 す る よ う に

、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ が 得 る モ ノ ラ ル 符 号 は 、 第 一 符 号 列 に 含 め て 第 一 通 信 回 線 に 出 力

す る 符 号 で あ り 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ が 得 る 拡 張 符 号 は 、 第 二 符 号 列 に 含 め て 第 二 通 信

回 線 に 出 力 す る 符 号 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム で あ る 現 フ レ ー ム の ２ 個

の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 処 理 対 象 と し て い る 現 フ レ

ー ム よ り 過 去 の フ レ ー ム の ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ

と 、 の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 表 す 符 号 を 拡 張 符 号 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

［ ［ 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ ］ ］

　 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 符 号 化 装 置 ２ ２ １ － ｍ か ら 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル

符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 一 符 号 列 を 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ に 出 力 し 、 符 号 化 装 置 ２ ２

１ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 二 符 号 列 を 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ

に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ ） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 第 一 符 号 列 が 何 れ の フ レ ー ム の モ ノ ラ ル 符 号 を 含 む か を 特 定 で き

る よ う に し て 出 力 す る 。 例 え ば 、 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 フ レ ー ム 番 号 や フ レ ー ム が 対 応 す

る 時 刻 な ど の フ レ ー ム を 特 定 可 能 な 情 報 を 補 助 情 報 と し て 第 一 符 号 列 に 含 め て 出 力 す る 。
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同 様 に 、 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 第 二 符 号 列 が 何 れ の フ レ ー ム の 拡 張 符 号 を 含 む か を 特 定 で

き る よ う に し て 出 力 す る 。 例 え ば 、 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 フ レ ー ム 番 号 や フ レ ー ム が 対 応

す る 時 刻 な ど の フ レ ー ム を 特 定 可 能 な 情 報 を 補 助 情 報 と し て 第 二 符 号 列 に 含 め て 出 力 す る

。 な お 、 本 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ 及 び 以 降 の 各 実 施 形 態 及 び 変 形 例

で は 、 第 一 符 号 列 に も 第 二 符 号 列 に も 補 助 情 報 と し て フ レ ー ム 番 号 が 含 め ら れ て い る 例 で

説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

［ 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ ］

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 例 え ば 20msの 所 定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー

ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と

、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ く 音

を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含

ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装

置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ ） 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ は 双 方 向 通 話 に 用 い ら れ る 優 先 度 が 高 い 通 信 網 で あ る た め 、 受

信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 話 相 手 先 の 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ＇ （ ｍ ＇ は ｍ と は 異

な る １ 以 上 Ｍ 以 下 の 整 数 ） の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が

フ レ ー ム 番 号 順 に 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 を 当 該 フ レ ー ム 番 号 順 に フ レ ー ム 長 の 時 間 間 隔 で

（ す な わ ち 、 例 え ば 20msの 所 定 の 時 間 間 隔 で ） 出 力 で き る よ う に 、 モ ノ ラ ル 符 号 を 含 む 第

一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ て い る 。 ま た 、 電 話 シ ス テ ム １ ０ ０ は 双

方 向 通 話 を 円 滑 に 実 現 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る た め 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 通 話

相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 出 力 し た 符 号 を な る

べ く 低 遅 延 で 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る の が 望 ま し い 。 そ こ で 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は

、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル

符 号 を 、 当 該 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た フ レ ー ム 番 号 順 に 、

フ レ ー ム 長 の 時 間 間 隔 で 、 各 モ ノ ラ ル 符 号 と 同 じ フ レ ー ム 番 号 の 拡 張 符 号 を 含 む 第 二 符 号

列 が 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に 入 力 さ れ て い る か 否 か に 関 わ ら ず 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ は 優 先 度 が 低 い 通 信 網 で あ る た め 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通

常 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た あ る フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 は

、 当 該 フ レ ー ム の 第 一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る よ り も 後 に 、 第 二

通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ

に モ ノ ラ ル 符 号 を 出 力 す る 時 点 で は 、 通 常 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 同 じ フ レ ー ム 番 号 の 拡 張

符 号 を 含 む 第 二 符 号 列 は 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に 入 力 さ れ て お ら ず 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 同 じ

フ レ ー ム 番 号 の 拡 張 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ は 優 先 度 が 低 い 通 信 網 で あ る た め 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １

０ － ｍ ＇ が 出 力 し た 各 フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 は 、 必 ず し も フ レ ー ム 番 号 順 に 第 二 通 信 回 線

５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る わ け で は な い 。 も ち ろ ん 、 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ の 状 況 次 第 で は 、

例 え ば 第 二 通 信 網 ５ ０ ０ が す い て い る 場 合 な ど に は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 話 相 手 先

の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た あ る フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 が 、 当 該 フ レ ー ム

の 第 一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る の と 同 時 ま た は そ れ 以 前 に 、 第 二

通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る こ と も 有 り 得 る 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に モ ノ ラ ル 符 号 を 出 力 す る 時 点 で 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 同 じ フ レ ー ム 番 号

の 拡 張 符 号 を 含 む 第 二 符 号 列 が 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に 入 力 さ れ て い て 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と
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同 じ フ レ ー ム 番 号 の 拡 張 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る こ と が で き る 場 合 も あ る 。

そ こ で 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た

第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ

ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 の 代 わ り に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列

に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が

最 も 近 い 拡 張 符 号 を 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。 言 い 換 え る と 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ

は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 の う ち 復 号 装 置

２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 が 含 ま れ て い た 第 一 符 号 列 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い

第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 を 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ こ で 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち

復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と は 、 第

二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 復 号 装 置 ２ ２ ２ －

ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 第 二 通 信

回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち の 復 号 装 置 ２ ２ ２ －

ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 で あ り 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ ラ

ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力

す る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る

モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る モ ノ

ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） で あ る 。 こ れ は 後 述 す る 実 施 形 態 や 変 形 例

で も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二

符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と

、 を 出 力 す る 。 当 然 な が ら 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル 符 号 に つ い て は フ レ ー ム 番 号

順 に 出 力 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら の 第

一 符 号 列 の 入 力 と 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら の 第 二 符 号 列 の 入 力 を 受 け 付 け て 、 フ レ ー

ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （

す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） を 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力

済 み の 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号

が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 を 出 力 し 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 済 み の 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ

レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 済 み の 第 二 符 号

列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な

わ ち 、 第 二 通 信 回 線 か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル

符 号 と は フ レ ー ム 番 号 が 異 な る も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 、 拡

張 符 号 ） を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 周 知 技 術 で あ る の で 詳 述 し な い が 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 揺 ら ぎ や 再 送 制 御 な

ど を 含 ん だ 通 信 が 行 わ れ る こ と に よ り 各 通 信 回 線 か ら 非 同 期 に 受 信 さ れ た 符 号 列 を 複 数 フ

レ ー ム 分 蓄 積 し て お く 図 示 し な い 記 憶 部 が 備 え ら れ て お り 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 各 通 信

回 線 か ら は 符 号 列 が 所 定 の 時 間 区 間 間 隔 や フ レ ー ム 番 号 順 に 入 力 さ れ る と も 限 ら な い も の

の 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 記 憶 部 に 蓄 積 さ れ た 符 号 列 に 含 ま れ る 符 号 で あ れ ば 、 出 力 で き

る よ う に さ れ て い る 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら の 第

一 符 号 列 の 入 力 を 受 け 付 け て 記 憶 し 、 入 力 済 み の 第 一 符 号 列 を 記 憶 し て お き 、 記 憶 し て い

る 第 一 符 号 列 で あ れ ば 出 力 で き る よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら の 第 二 符 号 列 の 入 力 を 受 け 付 け て 記 憶 し 、 入 力 済 み の 第 二 符 号 列 を
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記 憶 し て お き 、 記 憶 し て い る 第 二 符 号 列 で あ れ ば 出 力 で き る よ う に さ れ て い る 。 従 っ て 、

受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 所 定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 符 号 を

フ レ ー ム 番 号 順 に 取 り 出 し た り 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 を

取 り 出 し た り 、 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

［ ［ 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ ］ ］

　 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号

と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル

符 号 と 拡 張 符 号 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３

－ ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ） 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ る の は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら フ レ ー ム 番 号 順 に

入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 そ れ ぞ れ に 含 ま れ て い た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ て い た 拡 張 符 号 で あ っ て 各 モ ノ ラ ル

符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 で あ る 。 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ

ー ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号

と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該

モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。 な お 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ が 用 い る モ ノ ラ ル 符 号 は 当

然 な が ら フ レ ー ム 番 号 順 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 言 い 換 え る と 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ る の は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置

２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 出 力 し た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当

該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 で あ る 。 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ －

ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２

－ ｍ ＇ が 出 力 し た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が

最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３

－ ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ こ で 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ る 拡 張 符 号 は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入

力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る フ レ ー ム の 場 合 に

は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ て い た 拡 張 符 号 で あ っ て

そ の フ レ ー ム の モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 で あ り 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０

－ ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い フ レ

ー ム の 場 合 に は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ て い た 拡 張

符 号 で あ っ て そ の フ レ ー ム の モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち

、 そ の フ レ ー ム の モ ノ ラ ル 符 号 と は フ レ ー ム 番 号 が 異 な る も の の 、 そ の フ レ ー ム の モ ノ ラ

ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 、 拡 張 符 号 ） で あ る 。 こ れ は 後 述 す る 実 施 形 態 や 変 形 例

で も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 従 っ て 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列

に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が

同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に

含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符

号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 を 得 て 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号

に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち
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、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は

、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち

、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号

列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す

な わ ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ

レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

［ ［ ［ モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ ］ ］ ］

　 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ た

モ ノ ラ ル 符 号 が 入 力 さ れ る 。 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ

た モ ノ ラ ル 符 号 を 所 定 の 復 号 方 式 で 復 号 し て モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 拡 張

復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。 所 定 の 復 号 方 式 と し て は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装

置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ の モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ２ １ ２ ２ － ｍ ＇ で 用 い た 符

号 化 方 式 に 対 応 す る 復 号 方 式 を 用 い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ に 入 力 さ れ る の は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０

－ ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 出 力 し た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 で あ る 。 す な

わ ち 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置

２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 符 号 化 し た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し

た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 と 、 が

入 力 さ れ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 と か ら 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生

部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ る モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 は 、 通 話 相 手 先

の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 符 号 化 し た フ レ ー ム 番 号 順

で あ り 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ る 拡 張 符 号 は 、 当 該 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音

信 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 で あ る 。 す な わ ち 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、

フ レ ー ム ご と に 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇

が 出 力 し た フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 な お 、 拡 張 符 号 は 、 通 話 相 手 先 の 複 数

回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ＇ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ

＇ が 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す も の で あ る の で 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の

差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ を 表 す 。 す な わ ち 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご

と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル

音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 拡 張 符 号 か ら 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の

チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の チ ャ ン

ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

〔 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 第 １ 例 〕

　 第 １ 例 と し て 、 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 を 表 す

情 報 で あ る 場 合 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の フ レ ー ム ご と の 動 作 を 説 明 す る 。 拡 張 復 号 部

２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 か ら 、 当 該 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ で

あ る 時 間 差 を 表 す 情 報 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － １ １ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は

10

20

30

40

50



(16) JP  7192986  B2  2022.12.20

、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ の 信 号 分 析 部 ２

１ ２ １ － ｍ ＇ が 特 徴 パ ラ メ ー タ か ら 拡 張 符 号 を 得 た 方 式 に 対 応 す る 方 式 で 、 拡 張 符 号 か ら

特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 る 。 特 徴 パ ラ メ ー タ で あ る 時 間 差 を 表 す 情 報 と は 、 例 え ば 、 時 間 差 サ

ン プ ル 数 で あ る 。 例 え ば 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 を ス カ ラ 復 号

し て 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 に 対 応 す る ス カ ラ 値 を 時 間 差 サ ン プ ル 数 と し て 得 る 。 ま た は 、

例 え ば 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 が ２ 進 数 の 値 で あ る と し て 当 該

２ 進 数 に 対 応 す る １ ０ 進 数 を 時 間 差 サ ン プ ル 数 と し て 得 る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と ス テ

ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － １ １ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ と か ら 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 特 徴 パ ラ メ ー

タ が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － １ ２ ） 。 よ り 具 体 的 に は 、 拡 張 復 号

部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 そ の も の 、 入 力

さ れ た モ ノ ラ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 の 各 サ ン プ ル の 値 を ２ で 除 算 し た 値 に よ

る 系 列 、 こ れ ら 何 れ か の サ ン プ ル 列 を 変 形 し て 得 た 系 列 、 の 何 れ か を 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － １ ２ １ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２

２ ２ － ｍ は 、 更 に 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 特 徴 パ ラ メ ー タ が 表 す 時 間 差 サ

ン プ ル 数 だ け 遅 ら せ た サ ン プ ル 列 を 第 二 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の サ ン プ ル 列 と し

て 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － １ ２ ２ ） 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

〔 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 第 ２ 例 〕

　 第 ２ 例 と し て 、 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご

と の 強 度 差 を 表 す 情 報 で あ る 場 合 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の フ レ ー ム ご と の 動 作 を 説 明

す る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 を 復 号 し て 周 波 数 帯 域 ご と

の 強 度 差 を 表 す 情 報 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ １ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、

通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ の 信 号 分 析 部 ２ １

２ １ － ｍ ＇ が 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 を 表 す 情 報 か ら 拡 張 符 号 を 得 た 方 式 に 対 応 す る 方 式

で 、 拡 張 符 号 か ら 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 る 。 例 え ば 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ

た 拡 張 符 号 を ベ ク ト ル 復 号 し て 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 に 対 応 す る ベ ク ト ル の 各 要 素 値 を 複

数 個 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 を 表 す 情 報 と し て 得 る 。 ま た は 、 例 え ば 、 拡 張 復 号 部 ２ ２

２ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 に 含 ま れ る 符 号 そ れ ぞ れ を ス カ ラ 復 号 し て 周 波 数 帯 域 ご

と の 強 度 差 を 表 す 情 報 を 得 る 。 な お 、 帯 域 数 が １ の 場 合 に は 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は

、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 を ス カ ラ 復 号 し て １ つ の 周 波 数 帯 域 す な わ ち 全 帯 域 の 強 度 差 を 表 す

情 報 を 得 る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と ス テ

ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ １ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ と か ら 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 特 徴 パ ラ メ ー

タ が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て

、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ ２ ） 。 通 話 相 手

先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ

＇ が 、 複 素 DFTを 用 い た 上 述 し た 具 体 例 の 動 作 を し た 場 合 で あ れ ば 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２

－ ｍ は 以 下 の 動 作 を す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 複 素

DFTし て 複 素 DFT係 数 列 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ ２ １ ） 。 以 降 で は 、 拡 張 復 号 部 ２

２ ２ ２ － ｍ が 得 た モ ノ ラ ル の 複 素 DFT係 数 列 の 各 複 素 DFT係 数 を M Q(f)と す る 。 拡 張 復 号 部

２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 モ ノ ラ ル の 複 素 DFT係 数 列 か ら 、 各 複 素 DFT係 数 の 複 素 面 上 で の 半

径 の 値 M Qr(f)と 、 各 複 素 DFT係 数 の 複 素 面 上 で の 角 度 の 値 M Qθ (f)と 、 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ
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２ ２ ２ ２ － ２ ２ ２ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 各 半 径 の 値 M Qr(f)に 特 徴 パ ラ メ

ー タ の う ち の 対 応 す る 値 の 平 方 根 を 乗 算 し た 値 を 第 一 チ ャ ン ネ ル の 各 半 径 の 値 VLQr(f)と

し て 得 て 、 各 半 径 の 値 M Qr(f)を 特 徴 パ ラ メ ー タ の う ち の 対 応 す る 値 の 平 方 根 で 除 算 し た 値

を 第 二 チ ャ ン ネ ル の 各 半 径 の 値 VRQr(f)と し て 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ ２ ３ ） 。 各

周 波 数 ビ ン に つ い て の 特 徴 パ ラ メ ー タ の う ち の 対 応 す る 値 は 、 上 述 し た ４ 個 の 帯 域 の 例 で

あ れ ば 、 fが 1か ら 32ま で は Mr(1)で あ り 、 fが 33か ら 64ま で は Mr(2)で あ り 、 fが 65か ら 96ま

で は Mr(3)で あ り 、 fが 97か ら 128ま で は Mr(4)で あ る 。 な お 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装

置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ ＇ が 、 第 一 チ ャ ン ネ

ル の 半 径 の 値 と 第 二 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と の 比 に 代 え て 、 第 一 チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と

第 二 の チ ャ ン ネ ル の 半 径 の 値 と の 差 を 用 い た 場 合 に は 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 各 半

径 の 値 M Qr(f)に 特 徴 パ ラ メ ー タ の う ち の 対 応 す る 値 を ２ で 除 算 し た 値 を 加 算 し た 値 を 第 一

チ ャ ン ネ ル の 各 半 径 の 値 VLQr(f)と し て 得 て 、 各 半 径 の 値 M Qr(f)か ら 特 徴 パ ラ メ ー タ の う

ち の 対 応 す る 値 を ２ で 除 算 し た 値 を 減 算 し た 値 を 第 二 チ ャ ン ネ ル の 各 半 径 の 値 VRQr(f)と

し て 得 れ ば よ い 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 複 素 面 上 で の 半 径 が VLQr(f)で あ り

角 度 が M Qθ (f)で あ る 複 素 数 に よ る 系 列 を 逆 複 素 DFTし て 第 一 チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル

音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 複 素 面 上 で の 半 径 が VRQr(f)で あ り 角 度 が M Qθ (f)で あ る 複 素 数 に よ

る 系 列 を 逆 複 素 DFTし て 第 二 チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ

プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ２ ２ ４ ） 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

［ ［ 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ ］ ］

　 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 対 応 す る

音 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ３ ） 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ は 、 例 え ば 、 ２ 個 の D A変 換 部 と ２ 個 の ス ピ ー カ を 含 む 。 D A変 換 部 は 、

入 力 さ れ た 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 。 ス ピ ー カ は

、 D A変 換 部 か ら 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 対 応 す る 音 を 発 生 す る 。 ス ピ ー カ は 、 ス

テ レ オ ヘ ッ ド フ ォ ン や ス テ レ オ イ ヤ ホ ン に 備 え ら れ た も の で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は

、 例 え ば 、 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ は 、 D A変 換 部 と ス ピ ー カ を 一 対 一 に 対 応 付 け て 、 ２ 個 の 復 号

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 音 （ 復 号 音 信 号 ） を ２ 個 の ス ピ ー カ そ れ ぞ れ か ら 発

生 す る 。

　 な お 、 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ の 全 部 ま た は 一 部 は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 内 部 に 備

え ず に 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 接 続 さ れ る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ は ス ピ ー カ を 備 え ず に 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０

－ ｍ に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ に 対 し て 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ の D A

変 換 部 が 得 た ２ 個 の ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 ま た は 、 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ を 備 え ず に 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 接 続

さ れ た D A変 換 器 な ど の 再 生 機 器 に 対 し て 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ －

ｍ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

〔 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 動 作 例 〕

　 図 ５ は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ

か ら 入 力 さ れ る 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 と 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が 出 力 す

る 復 号 音 信 号 と 、 の 時 間 的 な 関 係 を 、 装 置 の 処 理 能 力 に 依 存 す る 処 理 遅 延 を 除 い て 模 式 的

に 示 し た 図 で あ る 。 図 ５ の 横 軸 は 時 間 軸 で あ る 。 括 弧 内 の 番 号 iは 、 通 話 相 手 先 の 複 数 回

線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ＇ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇

に お け る フ レ ー ム 番 号 で あ る 。 C M(i)は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 第 一 通 信 回 線 ４

１ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 で あ る 。 CE(i)は 、 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張

符 号 で あ る 。 YS'(i)は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が 出 力 す る 復 号 音 信 号 で あ る 。 図 ５

10

20

30

40

50



(18) JP  7192986  B2  2022.12.20

は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に は 、 優 先 度 が 低 い 通 信 網 で あ る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら は フ レ ー ム 番 号 順 に 第 二 符 号 列 が 入 力 さ れ る も の の 、 優 先 度 が 高 い 通 信 網 で あ る 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら の フ レ ー ム 番 号 順 の 第 一 符 号 列 よ り ５ フ レ ー ム 後 に 第 二 符 号 列

が 入 力 さ れ る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら フ レ ー ム 番 号 6の モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)

を 含 む 第 一 符 号 列 の 受 信 を 終 了 し た 時 点 で 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一

符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符

号 列 の う ち モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 C

E(1)と 、 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)

と 拡 張 符 号 CE(1)が 入 力 さ れ た 時 点 で 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)と 拡 張 符 号 CE(1)に

対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)と 拡 張 符 号 CE(1)に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 か ら 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に

対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号 YS'(6)の 出 力 を 開 始 す る 。 こ れ に よ り 、 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら フ レ ー ム 番 号 6

の モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)を 含 む 第 一 符 号 列 の 受 信 を 終 了 し た 時 点 で 、 フ レ ー ム 番 号 6の モ ノ ラ

ル 符 号 C M(6)と 、 こ れ と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 CE(1)と 、

か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号 YS'(6)を 得 て 出 力 を 開 始 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 以 降 も 同 様 に 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 第 一 通 信 回 線 ４ １

０ － ｍ か ら フ レ ー ム 番 号 7の モ ノ ラ ル 符 号 C M(7)を 含 む 第 一 符 号 列 の 受 信 を 終 了 し た 時 点 で

、 フ レ ー ム 番 号 7の モ ノ ラ ル 符 号 C M(7)と 、 こ れ と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 第 二 符 号 列 に 含

ま れ る 拡 張 符 号 CE(2)と 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号 YS'(7)を 得 て 出 力 を 開 始 し

、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら フ レ ー ム 番 号 8の モ ノ ラ ル 符 号 C M(8)を

含 む 第 一 符 号 列 の 受 信 を 終 了 し た 時 点 で 、 フ レ ー ム 番 号 8の モ ノ ラ ル 符 号 C M(8)と 、 こ れ と

フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 CE(3)と 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル

の 復 号 音 信 号 YS'(8)を 得 て 出 力 を 開 始 し 、 ・ ・ ・ と い う よ う に 動 作 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ６ は 、 特 許 文 献 １ の 技 術 を 用 い た 場 合 の 、 音 信 号 受 信 側 装 置 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ る 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に

第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 と 、 音 信 号 受 信 側

装 置 が 出 力 す る 復 号 音 信 号 と 、 の 時 間 的 な 関 係 を 、 装 置 の 処 理 能 力 に 依 存 す る 処 理 遅 延 を

除 い て 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 図 ６ の 横 軸 、 括 弧 内 の 番 号 i、 C M(i)、 CE(i)は 、 図 ５ と

同 じ で あ る 。 YS(i)は 、 特 許 文 献 １ の 技 術 を 用 い た 音 信 号 受 信 側 装 置 が 出 力 す る 復 号 音 信

号 で あ る 。 図 ６ も 、 図 ５ と 同 様 に 、 音 信 号 受 信 側 装 置 に は 、 優 先 度 が 低 い 通 信 網 で あ る 第

二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら は フ レ ー ム 番 号 順 に 第 二 符 号 列 が 入 力 さ れ る も の の 、 優 先 度 が

高 い 通 信 網 で あ る 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら の フ レ ー ム 番 号 順 の 第 一 符 号 列 よ り ５ フ レ

ー ム 後 に 第 二 符 号 列 が 入 力 さ れ る 例 で あ る 。 図 ６ は 、 特 許 文 献 １ の 技 術 を 用 い た 音 信 号 受

信 側 装 置 に お け る 上 述 し た 制 限 時 間 が ５ フ レ ー ム 分 の 時 間 で あ る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 技 術 を 用 い た 音 信 号 受 信 側 装 置 は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)と 、 モ ノ ラ ル 符 号 C M(6)が 入 力 さ れ て か ら ５ フ レ ー ム の 制 限 時 間 ち ょ

う ど に 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 CE(6)と 、 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ

ン ネ ル の 復 号 音 信 号 YS(6)を 得 て 出 力 を 開 始 す る 。 特 許 文 献 １ の 技 術 を 用 い た 音 信 号 受 信

側 装 置 は 、 以 降 も 同 様 に 、 フ レ ー ム 番 号 7の モ ノ ラ ル 符 号 C M(7)と 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら モ ノ ラ ル 符 号 C M(7)の 受 信 を 終 了 し て か ら ５ フ レ ー ム 経 過 し た 時 点 で 第 二 通 信 回 線

５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た フ レ ー ム 番 号 7の 拡 張 符 号 CE(7)と 、 か ら ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復

号 音 信 号 YS(7)を 得 て 出 力 を 開 始 し 、 フ レ ー ム 番 号 8の モ ノ ラ ル 符 号 C M(8)と 、 第 一 通 信 回

線 ４ １ ０ － ｍ か ら モ ノ ラ ル 符 号 C M(8)の 受 信 を 終 了 し て か ら ５ フ レ ー ム 経 過 し た 時 点 で 第
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二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た フ レ ー ム 番 号 8の 拡 張 符 号 CE(8)と 、 か ら ２ 個 の チ ャ

ン ネ ル の 復 号 音 信 号 YS(8)を 得 て 出 力 を 開 始 し 、 ・ ・ ・ と い う よ う に 動 作 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

〔 効 果 〕

　 図 ６ と 図 ５ か ら も 分 か る 通 り 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る た め

に は 最 低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る よ り も ５ フ レ ー ム の 遅 延 が 多 く な っ て し ま う も の の

、 第 一 実 施 形 態 の 技 術 で は 、 最 低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る 場 合 よ り も 遅 延 時 間 を 大 幅

に 増 加 さ せ る こ と な く 、 す な わ ち 双 方 向 通 話 の 際 に 違 和 感 が 生 じ な い 程 度 の 遅 延 時 間 で 、

高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は 毎 フ レ ー ム の 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る よ う に し た が 、 複 数 フ レ ー ム に

１ 回 だ け 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 二 実 施 形 態 と し て 説 明

す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 第 二 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 符 号 化 装 置

２ １ ２ － ｍ の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ と 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ の 動 作 で あ る 。 以 下 で は 、 第 二

実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

［ ［ ［ 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ ］ ］ ］

　 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 第 一 実 施 形 態 の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ と 同 様 に 、 各 フ レ

ー ム に つ い て 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 、 入 力 さ れ た ２ 個 の

チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 で あ る モ ノ ラ ル 信 号 を 得 て 出 力 す る が 、 第

一 実 施 形 態 の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ と は 異 な り 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ

ー ム に つ い て の み 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す

パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符

号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 例 え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム 番 号 が 奇 数 の フ レ ー ム に つ い て は 、 入 力

さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 て 、 当 該 特 徴 パ ラ メ

ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る が 、 フ レ ー ム 番 号 が 偶 数 の フ レ ー ム に つ い て は 、 特 徴

パ ラ メ ー タ を 得 ず 、 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 も 得 ず 出 力 し な い 。 な お 、 信 号 分 析 部

２ １ ２ １ － ｍ が モ ノ ラ ル 信 号 を 得 る 際 に 特 徴 パ ラ メ ー タ を 用 い る 構 成 を 採 用 し て い る 場 合

に は 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 な い フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 フ

レ ー ム の 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 既 に 出 力 さ れ た 拡 張 符 号 の

う ち の 最 も 新 し い 拡 張 符 号 に 対 応 す る 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 を 用 い て モ ノ ラ ル 信 号 を 得 る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た は 、 例 え ば 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム 番 号 が 奇 数 の フ レ ー ム に つ い て

は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 る も の の 、

当 該 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 得 ず に 出 力 せ ず 、 フ レ ー ム 番 号 が 偶 数 の フ レ ー ム に

つ い て は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 て 、

特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 得 ず に 出 力 し な か っ た 直 前 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ

と 、 当 該 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 表 す 拡 張 符 号 を 得 て

出 力 す る 。 重 み 付 き 平 均 に 用 い る 重 み は 、 当 該 フ レ ー ム の 重 み が 直 前 の フ レ ー ム の 重 み よ

り 大 き な 値 と な る よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 上 述 し た ２ つ の 例 は 拡 張 符 号 を ２ フ レ ー ム に １ 回 得 て 出 力 す る 構 成 だ が 、 拡 張 符 号 を ３

フ レ ー ム 以 上 に １ 回 得 て 出 力 す る 構 成 と し て も よ く 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ

レ ー ム に つ い て 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 す な わ ち 、 本 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た ２

個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 を 表 す モ ノ ラ ル 符 号 を 得 て 、 複 数 フ レ

ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル

音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 分 解 能 が 低 い パ ラ メ

ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 得 る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 ま た は 、 本 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た ２ 個

の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合 し た 信 号 を 表 す モ ノ ラ ル 符 号 を 得 て 、 フ レ ー ム ご

と に 、 入 力 さ れ た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表

す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 分 解 能 が 低 い パ ラ メ ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 得 て 、 複 数

フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 直 前 の 予 め 定 め た フ レ ー ム よ り 後 の 各

フ レ ー ム で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 表 す 拡 張 符 号 を 得 る 。 重 み 付

き 平 均 に 用 い る 重 み は 、 当 該 フ レ ー ム に つ い て 最 も 大 き な 値 と し 、 当 該 フ レ ー ム か ら 遠 い

フ レ ー ム ほ ど 小 さ な 値 と す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 な お 、 後 述 す る よ う に 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ が 得 る モ ノ ラ ル 符 号 は 第 一 符 号 列 に 含 め

て 第 一 通 信 回 線 に 出 力 す る 符 号 で あ り 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ が 得 る 拡 張 符 号 は 、 第 二 符

号 列 に 含 め て 第 二 通 信 回 線 に 出 力 す る 符 号 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

［ ［ 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ ］ ］

　 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 第 一 実 施 形 態 の 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ と 同 様 に 、 各 フ レ ー ム に つ い て

、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 一 符 号 列 を 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ に 出

力 す る が 、 第 一 実 施 形 態 の 送 信 部 ２ １ ３ と は 異 な り 、 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ た フ レ ー ム に つ

い て の み 、 す な わ ち 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て の み 、 入 力 さ れ

た 拡 張 符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 二 符 号 列 を 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

〔 効 果 〕

　 第 一 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ で 用 い ら れ る 拡 張 符 号 は 、

モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 で あ る の で 、 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 同 一 の 拡 張 符 号 が 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 入 力 さ れ て い る こ と は 必 須 で は な い

。 ま た 、 そ も そ も 、 特 徴 パ ラ メ ー タ は 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る 。 従 っ て 、 本

実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 数 フ レ ー ム に １ 回 だ け 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る 構 成 を 採 用 し た こ と

に よ り 、 第 一 実 施 形 態 よ り も 復 号 音 信 号 の 品 質 を 大 き く 劣 下 さ せ る こ と な く 、 信 号 分 析 部

２ １ ２ １ － ｍ の 演 算 処 理 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 ま た 、 特 徴 パ ラ メ ー タ を 伝 送 す る た め

の 符 号 の 量 を 第 一 実 施 形 態 よ り も 少 な く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が 復 号 に 用 い る 拡 張 符 号 を 毎 フ レ ー ム 得

る よ う に し た が 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が 復 号 に 用 い る 拡 張 符 号 を 複 数 フ レ ー ム に

１ 回 だ け 得 る よ う に し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 三 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０

－ ｍ と 異 な る の は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ と 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の

動 作 で あ る 。 以 下 で は 、 第 三 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 実 施 形 態 の 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ と 同 様 に 、 各 フ レ ー ム に つ い て

、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置

２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る が 、 第 一 実 施 形 態 の 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ と は 異 な り 、 複 数 フ レ ー ム の

う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て の み 、 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う
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ち の モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 を 得 て 出 力 す る 。 す な わ ち 、 よ り 具

体 的 に は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て の み

、 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち の モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も

近 い 拡 張 符 号 を 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ 内 の 図 示 し な い 記 憶 部 か ら 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に は 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 様 に 、 各 フ

レ ー ム に つ い て 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 が 入 力 さ れ る が 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と は 異 な り 、 複 数 フ レ ー ム の

う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て の み 、 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ －

ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム 、 す な わ ち 、 拡 張 符 号 も 入 力 さ れ た フ レ

ー ム に つ い て は 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 様 に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル

の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 と か ら 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を

得 て 出 力 し 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム 、 す な わ ち 、 拡 張

符 号 が 入 力 さ れ な か っ た フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と

は 異 な り 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 既 に 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 の う

ち の 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と か ら 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す

る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て

は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二

通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル

符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４

１ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 予 め 定 め た フ レ ー ム で 用

い た 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て

出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー

ム に つ い て は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に

第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、

フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ

レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、

に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０

－ ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と

フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と

、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ

ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム

番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、

に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 予 め 定 め た フ レ ー ム

以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ

る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 予 め 定 め た フ レ ー ム で

用 い た 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得

て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と

に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し

て モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ －

ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル
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音 信 号 が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 第

二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 第 一 通 信 回

線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近

い 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。 な お 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 予 め 定 め た フ

レ ー ム で は 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 用 い て い る の で 、 そ の 特 徴 パ ラ

メ ー タ を 記 憶 し て お き 、 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム で 用 い る こ と が で き る 。 す な

わ ち 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム で は 、 モ ノ ラ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ

る と 見 做 し 、 予 め 定 め た フ レ ー ム で 得 た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ

レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） を 復 号 し て モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 、 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム

に つ い て は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ

レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 モ ノ

ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信

号 で あ る と 見 做 し 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る

特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分

の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出

力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信

回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム

番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル

の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で

あ る と 見 做 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で

あ っ て 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ

ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な

い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） に 基 づ い て 得 ら れ る 特

徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の

特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力

し 、 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム で は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の

チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 予 め 定 め た フ レ ー

ム で 得 た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ が ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る

チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 な お 、 第 三 実 施 形 態 に 代 え て 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 動 作

を す る よ う に し て 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ

い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、

第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち の 当 該 モ ノ

ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 し 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定

め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 既 に 出 力 し た 拡 張 符 号 の う ち の 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、

を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ

い て は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通

信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー

ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 モ ノ

ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 し 、 第 二 通 信 回

線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か

ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル

符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か

ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル

符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち

当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 を

出 力 し 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信

回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ フ レ ー ム 番 号 順 の モ

ノ ラ ル 符 号 ） と 、 既 に 出 力 し た 拡 張 符 号 の う ち の 最 も 新 し い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 す る よ う

に し て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

〔 効 果 〕

　 第 一 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ で 用 い ら れ る 拡 張 符 号 は 、

モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 で あ る の で 、 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 同 一 の 拡 張 符 号 が 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ て い る こ と は 必 須 で は な い 。 ま

た 、 そ も そ も 、 特 徴 パ ラ メ ー タ は 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る 。 従 っ て 、 本 実 施

形 態 及 び そ の 変 形 例 に よ れ ば 、 複 数 フ レ ー ム に １ 回 だ け 拡 張 符 号 を 得 る 構 成 を 採 用 し た こ

と に よ り 、 第 一 実 施 形 態 よ り も 復 号 音 信 号 の 品 質 を 大 き く 劣 下 さ せ る こ と な く 、 受 信 部 ２

２ １ － ｍ の 演 算 処 理 量 や 出 力 す る 情 報 の 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

＜ 第 四 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る 際 に

用 い る 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 、 処 理 対 象 の フ レ ー ム で 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ

メ ー タ と 、 過 去 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 や 重 み 付 き 平 均 、 を 用 い て も よ い

。 こ の 形 態 を 第 四 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 第 四 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２

２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 で あ る 。 以 下 で は 、 第 四 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形

態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 で は 、 フ レ ー ム ご と に 処 理 を 行 う 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２

２ － ｍ が 、 そ の 時 点 で 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム を 現 フ レ ー ム と 呼 び 、 そ れ よ り 過 去 の

フ レ ー ム の こ と を 過 去 フ レ ー ム と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に は 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 様 に 、 フ レ

ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と

、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 と 、 が 入 力 さ れ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ

は 、 図 示 し な い 記 憶 部 を 備 え る 。 記 憶 部 に は 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ が 過 去 フ レ ー ム に

お い て 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ が 記 憶 さ れ て い る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と

に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 と 、 記 憶 部 に 記

憶 さ れ た 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 か ら 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音

信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 具 体 的 に は 、 フ レ

ー ム ご と に 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ５ を 行 う 。
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【 ０ ０ ９ １ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 か ら 当 該 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ

ラ メ ー タ を 得 て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ １ ） 、 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ を 記 憶 部 に 記 憶 す る

（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ２ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た

過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ の う ち の Ｋ 個 （ Ｋ は １ 以 上 の 整 数 ） を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ

Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ３ ） 。 例 え ば 、 現 フ レ ー ム と 連 続 す る 過 去 Ｋ 個 の 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ

メ ー タ を 読 み 出 す 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 記 憶 部 か ら 読 み 出 し た Ｋ 個 の 過 去

フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 現 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 得

る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ４ ） 。 重 み 付 き 平 均 に 用 い る 重 み は 、 現 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ

メ ー タ に 最 も 大 き な 値 と し 、 現 フ レ ー ム か ら 遠 い フ レ ー ム ほ ど 小 さ な 値 と す れ ば よ い 。 拡

張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と ス テ ッ プ

Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ４ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 と か ら 、 入 力 さ れ た モ

ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と

見 做 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ４ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 が ２

個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ５ ） 。 な お 、 拡

張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ を 記 憶 部 に 記 憶 す る ス テ ッ プ Ｓ

２ ２ ２ ２ － ３ ２ に 代 え て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ３ ４ で 得 た 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 現

フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 記 憶 部 に 記 憶 し て も よ い 。 ま た 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ －

ｍ の 記 憶 部 に は 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ は Ｋ 個 だ け 記 憶 し て い れ ば よ い の で 、 現 フ

レ ー ム の 次 の フ レ ー ム の 処 理 に お い て Ｋ ＋ １ 個 以 上 過 去 に な る 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ

ー タ は 記 憶 部 か ら 削 除 し て よ い 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

＜ 第 四 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ と 同 様 に 、 第 三 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装

置 ２ ２ ０ － ｍ で も 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る 際 に 用 い る 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て

、 処 理 対 象 の フ レ ー ム で 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 過 去 の フ レ ー ム の

特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 や 重 み 付 き 平 均 、 を 用 い て も よ い 。 す な わ ち 、 第 三 実 施 形 態 の

音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に お い て 、

複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る

際 に 用 い る 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 、 処 理 対 象 の フ レ ー ム で 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴

パ ラ メ ー タ と 、 過 去 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 、 の 平 均 や 重 み 付 き 平 均 、 を 用 い て も

よ い 。 こ の 形 態 を 第 四 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 第 四 実 施 形 態 の 変 形 例 が 第 三 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復

号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 で あ る 。 以 下 で は 、 第 四 実 施 形 態 の 変

形 例 が 第 三 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 で は 、 フ レ ー ム ご と に 処 理 を 行 う

拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ が 、 そ の 時 点 で 処 理 対 象 と し て い る フ レ ー ム を 現 フ レ ー ム と 呼 び

、 そ れ よ り 過 去 の フ レ ー ム の こ と を 過 去 フ レ ー ム と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に は 、 第 三 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 様 に 、 各 フ

レ ー ム に つ い て 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 が 入 力 さ れ 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム に つ い て の み 拡 張 符 号 が 入 力 さ

れ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 図 示 し な い 記 憶 部 を 備 え る 。 記 憶 部 に は 、 拡 張 復 号 部

２ ２ ２ ２ － ｍ が 過 去 フ レ ー ム に お い て 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 が 少

な く と も 記 憶 さ れ 、 過 去 フ レ ー ム の 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ も 記 憶 さ れ て い る こ と

が あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た フ レ ー ム 、 す な わ ち 拡 張
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符 号 も 入 力 さ れ た フ レ ー ム に つ い て は 、 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ

２ ２ ２ ２ － ４ ６ を 行 う 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 か ら 当 該 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ

ラ メ ー タ を 得 て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ １ ） 、 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ を 記 憶 部 に 記 憶 す る

（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ２ ） 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た

過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ の う ち の Ｋ 個 （ Ｋ は １ 以 上 の 整 数 ） を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ

Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ３ ） 。 例 え ば 、 現 フ レ ー ム に 最 も 近 い 過 去 Ｋ 個 の 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ

メ ー タ を 読 み 出 す 。 特 徴 パ ラ メ ー タ を 記 憶 部 に 記 憶 す る の は 拡 張 符 号 も 入 力 さ れ た フ レ ー

ム の み で あ る の で 、 読 み 出 さ れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、 拡 張 符 号 も 入 力 さ れ た フ レ ー ム の う

ち の 現 フ レ ー ム と 連 続 す る Ｋ 個 の フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ で あ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２

－ ｍ は 、 次 に 、 記 憶 部 か ら 読 み 出 し た Ｋ 個 の 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と 現 フ レ ー ム

の 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 得 て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ４ ） 、 得 た

特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 記 憶 部 に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４

５ ） 。 重 み 付 き 平 均 に 用 い る 重 み は 、 現 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ に 最 も 大 き な 値 と し 、

現 フ レ ー ム か ら 遠 い フ レ ー ム ほ ど 小 さ な 値 と す れ ば よ い 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次

に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ４ で 得 た 特 徴

パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 と か ら 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信

号 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２

－ ４ ４ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の

差 分 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ

に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ６ ） 。 な お 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 拡 張 符 号

が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ を 記 憶 部 に 記 憶 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ２ を 行 わ ず に 、 ス テ ッ

プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ５ で 記 憶 部 に 記 憶 す る 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ －

４ ３ で 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 読 み 出 す よ う に し て も よ い 。 ま た 、 拡 張 復 号

部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 記 憶 部 に は 過 去 フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ は Ｋ 個 だ け 記 憶 し て い れ ば よ

い の で 、 現 フ レ ー ム の 次 の フ レ ー ム の 処 理 に お い て Ｋ ＋ １ 個 以 上 過 去 に な る 過 去 フ レ ー ム

の 特 徴 パ ラ メ ー タ は 記 憶 部 か ら 削 除 し て よ い 。 ま た 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ の 記 憶 部 に

は ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ４ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 の う ち 最 も

新 し い も の の み を 記 憶 し て お け ば よ い の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ５ を 行 う 時 点 で 記 憶

部 に 記 憶 さ れ て い た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 は 記 憶 部 か ら 削 除 し て よ い

。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 第 四 実 施 形 態 の 変 形 例 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 複 数 フ レ ー ム の う ち の 予 め 定 め た

フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム 、 す な わ ち 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ な か っ た フ レ ー ム に つ い て は 、 以

下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ８ を 行 う 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 ま ず 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 最 も 新 し い 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平

均 ま た は 重 み 付 き 平 均 を 記 憶 部 か ら 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ７ ） 。 拡 張 復 号 部

２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 次 に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２

２ － ４ ７ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 と か ら 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し 、

ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ７ で 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 ま た は 重 み 付 き 平 均 が ２ 個 の 復 号

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 差 分 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 ２ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得

て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ２ － ４ ８ ） 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

〔 効 果 〕

　 特 徴 パ ラ メ ー タ は 、 統 計 的 に 見 れ ば 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る も の の 、 各 フ

レ ー ム の 音 信 号 の 特 徴 は 反 映 さ れ て い る の で 複 数 フ レ ー ム に わ た っ て 完 全 に 同 じ 値 で あ る

こ と は 少 な く 、 ま た 、 フ レ ー ム 間 で 値 が 大 き く 異 な る 場 合 も あ る 。 従 っ て 、 音 信 号 受 信 側
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装 置 ２ ２ ０ － ｍ で は 、 そ の フ レ ー ム 本 来 の 拡 張 符 号 と は 異 な る あ る １ つ の 拡 張 符 号 が 表 す

特 徴 パ ラ メ ー タ を 用 い る よ り も 、 本 第 四 実 施 形 態 及 び 変 形 例 の よ う に 時 間 的 に 近 い 複 数 個

の 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ の 平 均 や 重 み 付 き 平 均 な ど を 用 い る こ と に よ り 、 復 号 音

信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 で の 急 激 な 変 動 や 異 音 の 発 生 な ど を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

＜ 第 五 実 施 形 態 ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 各 フ レ ー ム に つ い て モ ノ ラ ル 符 号 と フ

レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 を 用 い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る

よ う に し た が 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 所 定 の 制 限 時 間 範 囲 内 の 拡 張 符 号 が な い フ レ ー ム に つ い て

は モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 と す る よ う に し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 五 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 第 五 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 受 信 部 ２ ２

１ － ｍ と 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 で あ る 。 ま た 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に お い て 第 五 実 施

形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 動 作 を す る の は 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ で あ る 。 以 下 で は 、

第 五 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ

ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の

う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め

定 め た 値 未 満 で あ る フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含

ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 し

、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で な い フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回

線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 出 力 す る 。 受 信 部 ２ ２

１ － ｍ は 、 具 体 的 に は 、 フ レ ー ム ご と に 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２

２ １ － １ ５ を 行 う 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ

ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ １ ） 。 受 信 部 ２ ２ １

－ ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ １ で 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号 を 得 る （

ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ２ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入

力 さ れ た 第 二 符 号 列 の う ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ２ で 得 た モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号

と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 と 、 そ の 拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番

号 を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ３ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ －

１ ２ で 得 た モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号 と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ３ で 得 た 拡 張 符 号 の フ

レ ー ム 番 号 と 、 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １

４ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ４ で モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番

号 と 拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 拡 張 符 号 を 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ５ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ス テ ッ プ

Ｓ ２ ２ １ － １ ４ で モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号 と 拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め

た 値 未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 拡 張 符 号 は 出 力 し な い 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、

ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － １ ４ で モ ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号 と 拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が

予 め 定 め た 値 未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 の み を 出 力 す れ ば よ い 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 こ こ で 、 予 め 定 め た 値 は ２ 以 上 の 値 で あ る 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信

回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム

番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 の フ レ ー ム 番
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号 の 差 が ０ で あ る フ レ ー ム （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号

列 に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ

ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る フ レ ー ム ） に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら

入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符

号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当

該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 出 力 し 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差

が ０ よ り 大 き く 予 め 定 め た 値 未 満 で あ る フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か

ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル

符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち

当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 を

出 力 し 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で な い フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一

通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ

ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） の み を 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

［ ［ 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ ］ ］

　 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号

が 必 ず 入 力 さ れ 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る こ と も あ る 。 復 号 装

置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 、 ま た は 、 入 力 さ

れ た モ ノ ラ ル 符 号 、 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２

２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が

予 め 定 め た 値 未 満 で あ る フ レ ー ム に つ い て は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号

と 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で な い フ レ ー ム

に つ い て は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 に 基 づ く モ ノ ラ ル デ ィ ジ タ ル 信 号

を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し

た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 必 ず 入 力 さ れ 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 入 力 さ れ た 拡

張 符 号 が 入 力 さ れ る こ と も あ る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル

音 信 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ た フ レ ー ム に つ い て は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 と か ら 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 じ 動 作 に よ り 、

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 拡 張 復 号

部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の み が 入 力 さ れ た フ レ ー ム に つ い て

は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 と し て 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列

に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 の フ レ ー ム

番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で あ る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ

ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で な い フ レ ー

ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符

号 に 基 づ く 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と

し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一
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符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符

号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が ０ で あ る フ レ ー ム （ す な

わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か

ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ

る フ レ ー ム ） に つ い て は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ

拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し

た フ レ ー ム 番 号 の 差 が ０ よ り 大 き く 予 め 定 め た 値 未 満 で あ る フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通

信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー

ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す

な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、

当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て

出 力 し 、 上 述 し た フ レ ー ム 番 号 の 差 が 予 め 定 め た 値 未 満 で な い フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一

通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ

ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） に 基 づ く 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

＜ 第 五 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 上 述 し た の は 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 構 成 の 第 五 実 施 形 態

の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ と そ の 動 作 で あ る が 、 第 三 実 施 形 態 及 び 第 四 実 施 形 態 及 び

こ れ ら の 変 形 例 の 何 れ か の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 第 五 実 施 形 態 の 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ を 構 成 し て 動 作 さ せ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ １ ０ 】

〔 効 果 〕

　 通 話 相 手 先 の 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ＇ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符

号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ は 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 符 号 化 を し て い る こ と か ら 、 モ

ノ ラ ル 符 号 の フ レ ー ム 番 号 と 拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 は 、 通 話 相 手 先 の 複 数 回 線 対 応

端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ＇ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ ＇ が 符 号

化 し た デ ィ ジ タ ル 音 信 号 の 時 間 差 に 対 応 す る 。 例 え ば 、 フ レ ー ム 長 が 20msで あ れ ば 、 フ レ

ー ム 番 号 の 差 が 150で あ れ ば 、 モ ノ ラ ル 符 号 を 得 た デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 拡 張 符 号 を 得 た

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 、 に 3秒 の 時 間 差 が あ る こ と に な る 。 時 間 的 変 動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ

で あ っ て も 、 時 刻 が 大 き く 異 な れ ば 値 が 大 き く 変 わ っ て い る 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、 拡 張

符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ が 大 き く 異 な る ほ ど の 時 間 差 が あ る 場 合 に は 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ

ル の 差 分 の 特 徴 を 反 映 し た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号 に は チ ャ ン ネ ル 間 の 信 号 の 切 り

分 け に 大 き な 誤 り が 発 生 し て い る 可 能 性 が あ る 。 本 第 五 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 一 通 信 回 線

か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 第 二 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 第 二 符

号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち の 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と

の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 大 き い フ レ ー ム に つ い て は ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号 に 差 を 付

け な い よ う に す る こ と で 、 復 号 音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 信 号 の 切 り 分 け の 大 き な 誤 り を 抑

え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 時 間 差 が 400ms以 上 に な る と 特 徴 パ ラ メ ー タ が 大 き く 異 な る

と 想 定 す る と 、 フ レ ー ム 長 が 20msの 場 合 で あ れ ば フ レ ー ム 番 号 の 差 が 20以 上 に な る と 特 徴

パ ラ メ ー タ が 大 き く 異 な る こ と に な る の で 、 上 述 し た 予 め 定 め た 値 は 例 え ば 20と す れ ば よ

い 。

【 ０ １ １ １ 】

＜ 第 六 実 施 形 態 ＞

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 所 定 の 時 間 範 囲 で 測 定 さ れ た 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 と 同 じ フ レ ー ム 番 号 の 第 二 通 信 回 線 ５ １

０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 時 間 差 の 平 均 値 に 基 づ い て 、 当 該 時 間 差 の 平 均 値

が 予 め 定 め た 制 限 時 間 内 に な い 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 復 号 デ ィ ジ タ ル 音
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信 号 を ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と す る よ う に し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第

六 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 第 六 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 受 信 部 ２ ２

１ － ｍ と 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 で あ る 。 ま た 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に お い て 第 六 実 施

形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 動 作 を す る の は 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ で あ る 。 以 下 で は 、

第 六 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た 第 一 符

号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ

＇ が 出 力 し た 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 。 第 二 通 信 回 線 は 優 先

度 が 低 い 通 信 網 で あ る た め 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 常 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装

置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た あ る フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 は 、 当 該 フ レ ー ム の 第 一 符 号 列 が 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る よ り も 後 に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま ず 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当

該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組 に つ

い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の 平 均

値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 な お 、 制 限 時 間 Tmaxは 、 例 え

ば 400msで あ る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 例 え ば 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ２ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ －

２ ４ を 行 う 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第

一 符 号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 フ レ ー ム 番

号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と を 対 応 付 け て 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ 内 の 図 示 し な い 記 憶 部

に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ２ １ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま た 、 受 信 さ れ た 第 二 符

号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 読 み 出 し た フ レ ー ム 番 号 が 記 憶 部 に 記 憶 さ れ

た フ レ ー ム 番 号 の 何 れ か と 一 致 す る 場 合 に は 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 記 憶 部 に 記 憶

さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 に 、 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 も 対

応 付 け て 、 記 憶 部 に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ２ ２ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、

記 憶 部 に 対 応 付 け て 記 憶 さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と 第 二 符 号 列

が 受 信 さ れ た 時 刻 を 用 い て 、 フ レ ー ム 番 号 ご と の 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 か ら 第 一 符

号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 を 減 算 し た 値 の 、 上 述 し た 予 め 定 め た 個 数 に つ い て の 平 均 値 を 得 る

（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ２ ３ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ２ ３ で 得

た 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ る か で あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２

２ １ － ２ ４ ） 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た

場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一

符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場

合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上

述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム

に つ い て は 、 拡 張 符 号 は 出 力 し な い 。 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 に お

い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 の み を 出 力 す れ ば よ い

。
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【 ０ １ １ ７ 】

　 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と

、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組

に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の

平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は

、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線

４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号

順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符

号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力

し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回

線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番

号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 第 一 通 信 回

線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番

号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る

拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通

信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符

号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡

張 符 号 ） と 、 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か

っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た

第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） の み を

復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 何 も 出 力 し な い で も よ い し

、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て も よ い

し 、 拡 張 符 号 を 出 力 せ ず に モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て も よ い し 、 第 五

実 施 形 態 と 同 様 に 、 モ ノ ラ ル 符 号 は 必 ず 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て 、 モ ノ ラ ル 符 号 と

拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 小 さ い 場 合 の み 拡 張 符 号 も 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る

よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ １ ９ 】

［ ［ 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ る 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で

あ っ た 場 合 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は 、 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ と 同 様 に

、 フ レ ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る 。 一 方 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ

る 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 が 入 力

さ れ 、 拡 張 符 号 は 入 力 さ れ な い 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ る 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は

、 何 も 入 力 さ れ な い か 、 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ ず に モ ノ ラ ル 符 号 が 入 力 さ れ る か 、 モ ノ ラ ル

符 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ

ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 、 ま た は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 、 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ １ 】

［ ［ ［ 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ ］ ］ ］

　 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ た

場 合 に は 、 す な わ ち 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ

た 場 合 に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 と

か ら 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ と 同 じ 動 作 に よ り 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復

号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ

ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 す な わ ち 、 上 述 し た 判 断 に お い て
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平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 得 て 再 生 部 ２

２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列

と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の

組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て

の 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら

入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡

張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た

平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た

第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 に 基 づ く モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一

符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列

と 、 の 組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に

つ い て の 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ

レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ

ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る

拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （

す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い

フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ

ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら

入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最

も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ

ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ

レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） に 基 づ く モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個

の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ る 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ

は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ た フ レ ー ム に つ い て は 、 入 力

さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 拡 張 符 号 と か ら 、 第 一 実 施 形 態 の 拡 張 復 号 部 ２

２ ２ ２ － ｍ と 同 じ 動 作 に よ り 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２

２ ３ － ｍ に 出 力 す る か 、 ま た は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る か 、 ま

た は 、 何 も 出 力 し な い 。

【 ０ １ ２ ５ 】

＜ 第 六 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 上 述 し た の は 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 構 成 の 第 六 実 施 形 態

の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ と そ の 動 作 で あ る が 、 第 三 実 施 形 態 か ら 第 五 実 施 形 態 及 び

こ れ ら の 変 形 例 の 何 れ か の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 第 六 実 施 形 態 の 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ を 構 成 し て 動 作 さ せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 上 述 し た 例 で は 、 第
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一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ る ま で を 所 定 の 時

間 範 囲 と し て 用 い た が 、 所 定 の 時 間 範 囲 は ど の 時 点 を 始 点 と し て 設 定 し て も よ く 、 例 え ば

、 第 一 符 号 列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の あ る 時 点 か ら 開 始 さ れ る 区 間 を 所 定 の 時 間 範 囲 と し

て 用 い る よ う に し て も よ い し 、 第 一 符 号 列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の 複 数 の 時 点 そ れ ぞ れ か

ら 開 始 さ れ る 区 間 そ れ ぞ れ を 所 定 の 時 間 範 囲 と し て 設 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ２ ６ 】

〔 効 果 〕

　 第 五 実 施 形 態 で も 説 明 し た 通 り 、 時 間 的 変 動 が 小 さ い 特 徴 パ ラ メ ー タ で あ っ て も 、 時 刻

が 大 き く 異 な れ ば 値 が 大 き く 変 わ っ て い る 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、 第 一 通 信 回 線 と 第 二 通

信 回 線 の 間 に 拡 張 符 号 が 表 す 特 徴 パ ラ メ ー タ が 大 き く 異 な る ほ ど の 時 間 差 が あ る と 判 断 さ

れ た 場 合 に は 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 差 分 の 特 徴 を 反 映 し た ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 音 信 号

に は チ ャ ン ネ ル 間 の 信 号 の 切 り 分 け に 大 き な 誤 り が 発 生 し て い る 可 能 性 が あ る 。 本 第 六 実

施 形 態 に よ れ ば 、 同 じ フ レ ー ム に つ い て の 第 一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 時 刻

と 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 時 刻 と の 差 が 大 き い 場 合 に は ２ 個 の チ ャ ン ネ

ル の 復 号 音 信 号 に 差 を 付 け な い よ う に す る こ と で 、 復 号 音 信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 信 号 の 切

り 分 け の 大 き な 誤 り を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

＜ 第 七 実 施 形 態 ＞

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 所 定 の 時 間 範 囲 で 測 定 さ れ た 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 と 同 じ フ レ ー ム 番 号 の 第 二 通 信 回 線 ５ １

０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 時 間 差 の 平 均 値 に 基 づ い て 、 当 該 時 間 差 の 平 均 値

が 予 め 定 め た 制 限 時 間 内 で あ る 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム

番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 用 い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と す る よ う に

し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 七 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 第 七 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 受 信 部 ２ ２

１ － ｍ の 動 作 で あ る 。 以 下 で は 、 第 七 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す

る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た 第 一 符

号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ

＇ が 出 力 し た 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 。 第 二 通 信 回 線 は 優 先

度 が 低 い 通 信 網 で あ る た め 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 常 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装

置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た あ る フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 は 、 当 該 フ レ ー ム の 第 一 符 号 列 が 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る よ り も 後 に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま ず 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当

該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組 に つ

い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の 平 均

値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 な お 、 制 限 時 間 Tminは 、 例 え

ば 、 フ レ ー ム 長 の ２ 倍 の 値 で あ る 。 す な わ ち 、 フ レ ー ム 長 が 20msで あ れ ば 、 制 限 時 間 Tmin

は 例 え ば 40msで あ る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 例 え ば 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ －

３ ４ を 行 う 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第

一 符 号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 フ レ ー ム 番

号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と を 対 応 付 け て 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ 内 の 図 示 し な い 記 憶 部

に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ １ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま た 、 受 信 さ れ た 第 二 符
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号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 読 み 出 し た フ レ ー ム 番 号 が 記 憶 部 に 記 憶 さ れ

た フ レ ー ム 番 号 の 何 れ か と 一 致 す る 場 合 に は 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 記 憶 部 に 記 憶

さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 に 、 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 も 対

応 付 け て 、 記 憶 部 に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ ２ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、

記 憶 部 に 対 応 付 け て 記 憶 さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と 第 二 符 号 列

が 受 信 さ れ た 時 刻 を 用 い て 、 フ レ ー ム 番 号 ご と の 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 か ら 第 一 符

号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 を 減 算 し た 値 の 、 上 述 し た 予 め 定 め た 個 数 に つ い て の 平 均 値 を 得 る

（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ ３ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ ３ で 得

た 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ る か で あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２

２ １ － ３ ４ ） 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た

場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一

符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装 置

２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmin未 満 で な か っ た 場 合 に

は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列

に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装 置 ２

２ ２ － ｍ に 出 力 す る 。 た だ し 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ て か ら

、 そ の フ レ ー ム の 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ る ま で に は 、 平 均 す

る と ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ ３ で 得 た 平 均 値 だ け の 時 間 を 要 す る こ と が 想 定 さ れ る の で 、 受

信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ て か ら 復 号 装 置 ２

２ ２ － ｍ に 出 力 す る ま で の 時 間 が 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ３ ３ で 得 た 平 均 値 ま た は そ れ よ り

大 き な 値 と な る よ う に 動 作 さ せ る 必 要 が あ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と

、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組

に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の

平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は

、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち

、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号

列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmin未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 そ れ

以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号

（ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る

場 合 に は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を

復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま

れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符

号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ

な い 場 合 に は 、 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ

ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う

ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０

－ ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム

番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、

を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 第 七 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 は 第 一 実 施 形

態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 と 同 じ で あ り 、 復 号 装 置 ２
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２ ２ － ｍ は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 と 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た 拡

張 符 号 と に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。 た だ し 、

第 七 実 施 形 態 の 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 す る 拡 張 符 号 は 場 合 に よ っ て は 第 一 実 施 形 態 の 受

信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 す る 拡 張 符 号 と 異 な る た め 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 具 体 的 に は 下 記

の 動 作 を す る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列

と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の

組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て

の 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら

入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符

号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均

値 が 制 限 時 間 Tmin未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一

符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基

づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一

符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列

と 、 の 組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に

つ い て の 平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ

ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で

あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル

の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 制 限 時 間 Tmin未 満 で な か っ た 場

合 に は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通

信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー

ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る フ レ ー ム に つ い て は

、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て

２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入

力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番

号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ

れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と

、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ

ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら

入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同

じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 に 基 づ い

て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ る 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 例 え ば 、 受 信 部 ２ ２ １ －

ｍ は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す れ ば よ

く 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 用 い て ２ 個 の

チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す れ ば よ い 。

【 ０ １ ３ ８ 】

＜ 第 七 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 上 述 し た の は 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 構 成 の 第 七 実 施 形 態

の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ と そ の 動 作 で あ る が 、 第 三 実 施 形 態 か ら 第 五 実 施 形 態 及 び

こ れ ら の 変 形 例 の 何 れ か の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 第 七 実 施 形 態 の 音 信 号 受
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信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ を 構 成 し て 動 作 さ せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 上 述 し た 例 で は 、 第

一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ る ま で を 所 定 の 時

間 範 囲 と し て 用 い た が 、 所 定 の 時 間 範 囲 は ど の 時 点 を 始 点 と し て 設 定 し て も よ く 、 例 え ば

、 第 一 符 号 列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の あ る 時 点 か ら 開 始 さ れ る 区 間 を 所 定 の 時 間 範 囲 と し

て 用 い る よ う に し て も よ い し 、 第 一 符 号 列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の 複 数 の 時 点 そ れ ぞ れ か

ら 開 始 さ れ る 区 間 そ れ ぞ れ を 所 定 の 時 間 範 囲 と し て 設 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ３ ９ 】

〔 効 果 〕

　 時 間 的 変 動 が 小 さ い 特 徴 パ ラ メ ー タ で あ っ て も 、 時 刻 が 異 な れ ば 値 が 少 し は 異 な っ て い

る 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、 遅 延 を 少 し 増 や す だ け で 同 じ フ レ ー ム の 特 徴 パ ラ メ ー タ を 用 い

て 復 号 す る こ と が で き れ ば 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 ら れ る 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 本 第

七 実 施 形 態 で は 、 同 じ フ レ ー ム に つ い て の 第 一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 時 刻

と 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 時 刻 と の 差 の 所 定 の 時 間 範 囲 の 平 均 値 に 予 め

定 め た 値 で あ る 制 限 時 間 を 設 け て 、 制 限 時 間 未 満 で あ る 場 合 に は 、 あ え て 遅 延 を 少 し 増 や

し た 上 で 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 同 じ フ レ ー ム の 拡 張 符 号 と 、 を 用 い て ２

個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と す る こ と に よ っ て 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 ら

れ る よ う に し て い る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

＜ 第 八 実 施 形 態 ＞

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 所 定 の 時 間 範 囲 で 測 定 さ れ た 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 と 同 じ フ レ ー ム 番 号 の 第 二 通 信 回 線 ５ １

０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 時 間 差 の 平 均 値 に 基 づ い て 、 当 該 時 間 差 の 平 均 値

が 第 一 の 制 限 時 間 未 満 で あ る 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番

号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 用 い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 、 当 該 時

間 差 の 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 よ り も 大 き い 予 め 定 め た 第 二 の 制 限 時 間 以 上 で あ る 場 合 に

は 、 モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て 得 た 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ

タ ル 音 信 号 と し 、 当 該 時 間 差 の 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 以 上 で あ り 第 二 の 制 限 時 間 未 満 で

あ る 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と

、 を 用 い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る よ う に し て も よ い 。 要 す る に

、 第 六 実 施 形 態 と 第 七 実 施 形 態 を 合 わ せ て 実 施 し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 八 実 施 形 態 と し

て 説 明 す る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 第 八 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 受 信 部 ２ ２

１ － ｍ と 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 で あ る 。 た だ し 、 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 は 第 六 実 施 形 態 の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 と 同 じ で あ る 。 以 下 で

は 、 第 八 実 施 形 態 が 第 一 実 施 形 態 と も 第 六 実 施 形 態 と も 異 な る 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ の 動 作 に

つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

［ ［ 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ ］ ］

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た 第 一 符

号 列 が 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ

＇ が 出 力 し た 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る 。 第 二 通 信 回 線 は 優 先

度 が 低 い 通 信 網 で あ る た め 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に は 、 通 常 、 通 話 相 手 先 の 音 信 号 送 信 側 装

置 ２ １ ０ － ｍ ＇ が 出 力 し た あ る フ レ ー ム の 第 二 符 号 列 は 、 当 該 フ レ ー ム の 第 一 符 号 列 が 第

一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ る よ り も 後 に 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま ず 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と 、 当

該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組 に つ

い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の 平 均
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値 が 予 め 定 め た 第 一 の 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ る か 、 第 一 の 制 限 時 間 Tminよ り 大 き い 予 め 定

め た 第 二 の 制 限 時 間 Tmax以 上 で あ る か 、 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二 の 制 限 時 間 Tm

ax未 満 で あ る か 、 を 判 断 す る 。 な お 、 第 一 の 制 限 時 間 Tminは 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 長 の ２ 倍

の 値 で あ る 。 す な わ ち 、 フ レ ー ム 長 が 20msで あ れ ば 、 第 一 の 制 限 時 間 Tminは 例 え ば 40msで

あ る 。 ま た 、 第 二 の 制 限 時 間 Tmaxは 、 例 え ば 400msで あ る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 例 え ば 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ －

４ ４ を 行 う 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第

一 符 号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 フ レ ー ム 番

号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と を 対 応 付 け て 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ 内 の 図 示 し な い 記 憶 部

に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ １ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 ま た 、 受 信 さ れ た 第 二 符

号 列 に つ い て 、 フ レ ー ム 番 号 を 読 み 出 し て 、 読 み 出 し た フ レ ー ム 番 号 が 記 憶 部 に 記 憶 さ れ

た フ レ ー ム 番 号 の 何 れ か と 一 致 す る 場 合 に は 、 受 信 さ れ た 時 刻 を 測 定 し て 、 記 憶 部 に 記 憶

さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 に 、 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 も 対

応 付 け て 、 記 憶 部 に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ２ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、

記 憶 部 に 対 応 付 け て 記 憶 さ れ た フ レ ー ム 番 号 と 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 と 第 二 符 号 列

が 受 信 さ れ た 時 刻 を 用 い て 、 フ レ ー ム 番 号 ご と の 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 か ら 第 一 符

号 列 が 受 信 さ れ た 時 刻 を 減 算 し た 値 の 、 上 述 し た 予 め 定 め た 個 数 に つ い て の 平 均 値 を 得 る

（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ３ ） 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ３ で 得

た 平 均 値 が 、 予 め 定 め た 第 一 の 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ る か 、 第 一 の 制 限 時 間 Tminよ り 大 き

い 予 め 定 め た 第 二 の 制 限 時 間 Tmax以 上 で あ る か 、 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二 の 制

限 時 間 Tmax未 満 で あ る か 、 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ４ ） 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 次 に 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin未 満 で

あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符

号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復

号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ

り 第 二 の 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信

回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １

０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム

番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均

値 が 第 二 の 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一

通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２

－ ｍ に 出 力 す る 。 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 二 の 制 限 時 間 Tm

ax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 拡 張 符 号 は 出 力 し な い 。 す

な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 二 の 制 限 時 間 Tmax未 満 で

な か っ た 場 合 に は 、 モ ノ ラ ル 符 号 の み を 出 力 す れ ば よ い 。 た だ し 、 第 一 通 信 回 線 か ら 第 一

符 号 列 が 受 信 さ れ て か ら 、 そ の フ レ ー ム の 第 二 通 信 回 線 か ら 第 二 符 号 列 が 受 信 さ れ る ま で

に は 、 平 均 す る と ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ３ で 得 た 平 均 値 だ け の 時 間 を 要 す る こ と が 想 定 さ

れ る の で 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 か ら 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ て か ら 復 号 装 置

２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る ま で の 時 間 が 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ － ４ ３ で 得 た 平 均 値 ま た は そ れ よ

り 大 き な 値 と な る よ う に 動 作 さ せ る 必 要 が あ る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 す な わ ち 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一 符 号 列 と

、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列 と 、 の 組

に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に つ い て の

平 均 値 が 予 め 定 め た 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は

、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち

、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号
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列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復 号

装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二 の 制 限 時

間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ

か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た

第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ

ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と

フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ －

ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ

レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ

た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、

第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 当 該 モ ノ ラ

ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力

さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で

は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 ） と 、 を 復 号 装 置 ２

２ ２ － ｍ に 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 第 二 の 制 限 時 間 Tmax未 満 で な か っ た 場 合 に は 、 そ れ

以 降 の フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ

る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） の み を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ

に 出 力 す る こ と に な る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 何 も 出 力 し な い で も よ い し

、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て も よ い

し 、 拡 張 符 号 を 出 力 せ ず に モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て も よ い し 、 第 五

実 施 形 態 と 同 様 に 、 モ ノ ラ ル 符 号 は 必 ず 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 し て 、 モ ノ ラ ル 符 号 と

拡 張 符 号 の フ レ ー ム 番 号 の 差 が 小 さ い 場 合 の み 拡 張 符 号 も 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に 出 力 す る

よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 第 八 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 は 第 六 実 施 形

態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 動 作 と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 第

八 実 施 形 態 の 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 す る 拡 張 符 号 は 場 合 に よ っ て は 第 六 実 施 形 態 の 受 信

部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 す る 拡 張 符 号 と 異 な る た め 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 具 体 的 に は 下 記 の

動 作 を す る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 す な わ ち 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin

未 満 で あ っ た 場 合 と 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二

の 制 限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ

が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号 と 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力 し た 拡 張 符 号 と に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ

ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た 判 断 に お い て 平 均 値 が 第 二 の 制 限

時 間 Tmax以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 そ れ 以 降 の フ レ ー ム に つ い て 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ が 出 力

し た モ ノ ラ ル 符 号 に 基 づ く モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル

の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 す る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 一

符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号 列

と 、 の 組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組 に

つ い て の 平 均 値 が 予 め 定 め た 第 一 の 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４

１ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ

か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号

が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、

上 述 し た 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tminよ り 大 き い 予 め 定 め た 第 二 の 制 限 時 間 Tmax以 上 で あ
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っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符

号 に 基 づ く モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 と し て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二 の 制 限 時 間

Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ

る モ ノ ラ ル 符 号 と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符

号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ

ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 さ ら に 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第

一 符 号 列 と 、 当 該 第 一 符 号 列 に 対 応 す る 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 受 信 さ れ た 第 二 符 号

列 と 、 の 組 に つ い て の 当 該 第 一 符 号 列 と 当 該 第 二 符 号 列 の 受 信 さ れ た 時 刻 の 差 の 、 複 数 組

に つ い て の 平 均 値 が 予 め 定 め た 第 一 の 制 限 時 間 Tmin未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線

４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号

順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡

張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ

ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tminよ

り 大 き い 予 め 定 め た 第 二 の 制 限 時 間 Tmax以 上 で あ っ た 場 合 に は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ

か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ

ル 符 号 ） に 基 づ く モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を そ の ま ま ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ

ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 出 力 し 、 上 述 し た 平 均 値 が 第 一 の 制 限 時 間 Tmin以 上 で あ り 第 二 の 制

限 時 間 Tmax未 満 で あ っ た 場 合 に は 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に

含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ

ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含

ま れ る フ レ ー ム に つ い て は 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同

じ 拡 張 符 号 と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 し 、 第 二

通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 に 第 一 通 信 回 線 ４ １ ０

－ ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム 番 号 順 の モ

ノ ラ ル 符 号 ） と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ 拡 張 符 号 が 含 ま れ な い フ レ ー ム に つ い て は 、 第 一 通 信

回 線 ４ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 （ す な わ ち 、 フ レ ー ム

番 号 順 の モ ノ ラ ル 符 号 ） と 、 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ

る 拡 張 符 号 で あ っ て 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近 い 拡 張 符 号 （ す な わ ち 、 第

二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 第 二 符 号 列 に 含 ま れ る 拡 張 符 号 の う ち 、 当 該 モ ノ ラ

ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 同 じ で は な い も の の 、 当 該 モ ノ ラ ル 符 号 と フ レ ー ム 番 号 が 最 も 近

い 拡 張 符 号 ） と 、 に 基 づ い て ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る こ

と に な る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 な お 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ に よ る 上 述 し た 判 断 が 終 わ る ま で は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ に は

、 何 も 入 力 さ れ な い か 、 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ ず に モ ノ ラ ル 符 号 が 入 力 さ れ る か 、 モ ノ ラ ル

符 号 と 拡 張 符 号 が 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ

ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 、 ま た は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 、 に 対 応 す る ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

＜ 第 八 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 上 述 し た の は 第 一 実 施 形 態 の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 構 成 の 第 八 実 施 形 態

の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ と そ の 動 作 で あ る が 、 第 三 実 施 形 態 か ら 第 五 実 施 形 態 及 び

こ れ ら の 変 形 例 の 何 れ か の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に 基 づ く 第 八 実 施 形 態 の 音 信 号 受

信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ を 構 成 し て 動 作 さ せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 上 述 し た 例 で は 、 第

一 符 号 列 の 受 信 を 開 始 し て か ら 予 め 定 め た 個 数 の 第 一 符 号 列 が 受 信 さ れ る ま で を 所 定 の 時

間 範 囲 と し て 用 い た が 、 所 定 の 時 間 範 囲 は ど の 時 点 で 設 定 し て も よ く 、 例 え ば 、 第 一 符 号

列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の あ る 時 点 か ら 開 始 さ れ る 区 間 を 所 定 の 時 間 範 囲 と し て 用 い る よ
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う に し て も よ い し 、 第 一 符 号 列 の 受 信 が 開 始 さ れ た 後 の 複 数 の 時 点 そ れ ぞ れ か ら 開 始 さ れ

る 区 間 そ れ ぞ れ を 所 定 の 時 間 範 囲 と し て 設 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ５ ４ 】

〔 効 果 〕

　 本 第 八 実 施 形 態 に よ れ ば 、 同 じ フ レ ー ム に つ い て の 第 一 符 号 列 が 第 一 通 信 回 線 か ら 受 信

さ れ た 時 刻 と 第 二 符 号 列 が 第 二 通 信 回 線 か ら 受 信 さ れ た 時 刻 と の 差 が 大 き い と き の 復 号 音

信 号 の チ ャ ン ネ ル 間 の 信 号 の 切 り 分 け の 大 き な 誤 り を 抑 え 、 か つ 、 上 述 し た 差 が 小 さ い と

き に は 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 ら れ る 。

【 ０ １ ５ ５ 】

＜ 第 九 実 施 形 態 ＞

　 多 地 点 で 電 話 会 議 を す る た め の 多 地 点 制 御 装 置 （ M CU, Multipoint Control Unit） に お

い て 、 異 な る ２ 地 点 の 音 信 号 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の

デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と し て 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ と 同 様 の 動

作 を さ せ て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 九 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。

【 ０ １ ５ ６ 】

≪ 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ ≫

　 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 す 通 り 、 受 信 部 ６ １ ０ と モ ノ ラ ル 復 号 部 ６ ２ ０ と 地

点 選 択 部 ６ ３ ０ と 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ と モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ と 送 信 部 ６ ６ ０ を 含 む 。 以

下 で は 、 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ に Ｐ 地 点 （ Ｐ は ３ 以 上 の 整 数 ） の 端 末 装 置 が 接 続 さ れ て い

て 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ １ に 地 点 ｍ ２ か ら 地 点 ｍ Ｐ ま で の Ｐ － １ 地 点 の う ち

の 最 大 ２ 地 点 の 音 信 号 を 伝 え る 例 で 説 明 す る 。 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ は 、 例 え ば 20msの 所

定 の 時 間 区 間 で あ る フ レ ー ム ご と に 、 図 ８ 及 び 以 下 に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ０ か ら ス テ

ッ プ Ｓ ６ ６ ０ の 処 理 を 行 う 。

【 ０ １ ５ ７ 】

［ 受 信 部 ６ １ ０ ］

　 受 信 部 ６ １ ０ に は 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ ｅ ｌ ｓ ｅ （ ｅ ｌ ｓ ｅ は ２ 以 上 Ｐ 以

下 の 各 整 数 ） が 第 一 通 信 回 線 を 介 し て 出 力 し た Ｐ － １ 個 の 第 一 符 号 列 が 入 力 さ れ る 。 受 信

部 ６ １ ０ は 、 入 力 さ れ た Ｐ － １ 個 の 第 一 符 号 列 そ れ ぞ れ に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を モ ノ ラ

ル 復 号 部 ６ ２ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ０ ） 。

【 ０ １ ５ ８ 】

［ モ ノ ラ ル 復 号 部 ６ ２ ０ ］

　 モ ノ ラ ル 復 号 部 ６ ２ ０ は 、 受 信 部 ６ １ ０ か ら 入 力 さ れ た Ｐ － １ 個 の モ ノ ラ ル 符 号 そ れ ぞ

れ を 所 定 の 復 号 方 式 で 復 号 し て モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 で あ る 復 号 モ ノ ラ ル 信 号

を 得 て 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ０ ） 。 所 定 の 復 号 方 式 に つ い て は 、

第 一 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り で あ る 。

【 ０ １ ５ ９ 】

［ 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ ］

　 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ は 、 予 め 定 め た 選 択 基 準 に 基 づ い て 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ６ ２ ０ か ら 入 力

さ れ た Ｐ － １ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の う ち の ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 を 選 択 し て 信 号 分 析

部 ６ ４ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ０ ） 。 予 め 定 め た 選 択 基 準 と し て は 、 重 要 度 合 い が

高 い 地 点 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 を 選 択 で き る 基 準 を 予 め 定 め て お き 、 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ が 選

択 を 実 行 で き る よ う に し て お け ば よ い 。 例 え ば 、 選 択 基 準 と し て 音 信 号 の パ ワ ー を 用 い る

の で あ れ ば 、 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た Ｐ － １ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル

信 号 の う ち の パ ワ ー が 最 大 で あ る 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 と パ ワ ー が ２ 番 目 に 大 き い 復 号 モ ノ ラ

ル 信 号 を 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

［ 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ ］

　 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 か ら 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号

モ ノ ラ ル 信 号 を 混 合 し た 信 号 で あ る モ ノ ラ ル 信 号 を 得 て モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ に 出 力 し

、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の 差 分 の 特 徴 を 表 す パ ラ メ ー タ で あ り か つ 時 間 的 変
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動 が 小 さ い パ ラ メ ー タ で あ る 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 拡 張 符 号 を 得 て 送 信 部 ６ ６ ０ に 出 力 す

る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ０ ） 。 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ は 、 第 一 実 施 形 態 の 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２

０ ０ － ｍ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ の 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ －

ｍ と 同 じ 動 作 を す れ ば よ い 。 た だ し 、 本 第 九 実 施 形 態 の 場 合 は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 モ

ノ ラ ル 信 号 は そ れ ぞ れ 異 な る 地 点 で 発 せ ら れ た 音 信 号 に 対 応 す る こ と か ら 、 特 徴 パ ラ メ ー

タ と し て は 、 信 号 分 析 部 ２ １ ２ １ － ｍ の 第 １ 例 で 示 し た 時 間 差 を 表 す 情 報 よ り は 、 第 ２ 例

で 示 し た 周 波 数 帯 域 ご と の 強 度 差 を 表 す 情 報 を 用 い た 方 が よ い 。 な お 、 入 力 さ れ た ２ 個 の

復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の パ ワ ー の 比 や 差 を 表 す 情 報 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て も よ い 。

【 ０ １ ６ １ 】

［ モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ ］

　 モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 信 号 を 所 定 の 符 号 化 方 式 で 符 号 化 し て

モ ノ ラ ル 符 号 を 得 て 送 信 部 ６ ６ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ０ ） 。 所 定 の 符 号 化 方 式 に

つ い て は 、 第 一 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り で あ る 。

【 ０ １ ６ ２ 】

［ 送 信 部 ６ ６ ０ ］

　 送 信 部 ６ ６ ０ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ か ら 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符

号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 一 符 号 列 を 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ １ に 対 し て 第 一 通 信

回 線 を 介 し て 出 力 し 、 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ か ら 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 二

符 号 列 を 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ １ に 対 し て 第 二 通 信 回 線 を 介 し て 出 力 す る （ ス

テ ッ プ Ｓ ６ ６ ０ ） 。

【 ０ １ ６ ３ 】

〔 効 果 〕

　 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ に 本 第 九 実 施 形 態 の 動 作 を さ せ る こ と で 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置

２ ０ ０ － ｍ １ で は ２ 地 点 の 音 信 号 を 擬 似 的 に 左 と 右 に 振 り 分 け て 再 生 す る こ と が で き 、 何

れ の 地 点 で の 発 話 で あ る こ と や 異 な る 地 点 で の 発 話 で あ る こ と を 明 瞭 と す る こ と が で き る

。

【 ０ １ ６ ４ 】

＜ 第 九 実 施 形 態 の 変 形 例 ＞

　 第 九 実 施 形 態 の 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ の 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ で は 、 パ ワ ー を 用 い て ２ 個 の

復 号 モ ノ ラ ル 信 号 を 選 択 し て い る こ と か ら 、 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ で は な く 地 点 選 択 部 ６ ３ ０

で 拡 張 符 号 を 得 る よ う に し て も よ い 。 こ の 形 態 を 第 九 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て 、 第 九 実 施

形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ ６ ５ 】

≪ 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ ≫

　 第 九 実 施 形 態 の 変 形 例 の 多 地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ は 、 図 ９ に 示 す 通 り 、 第 九 実 施 形 態 の 多

地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ が 含 ん で い た 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ に 代 え て 信 号 混 合 部 ６ ７ ０ を 含 む 。 多

地 点 制 御 装 置 ６ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ご と に 図 １ ０ に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ０ か ら ス テ ッ プ

Ｓ ６ ３ ０ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ ０ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ０ か ら ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ ０ 、 の 処 理 を 行 う 。

こ れ ら の う ち 第 九 実 施 形 態 と 実 質 的 に 異 な る の は 、 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ が 行 う ス テ ッ プ Ｓ ６

３ ０ と 信 号 混 合 部 ６ ７ ０ が 行 う ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ ０ で あ る 。 送 信 部 ６ ６ ０ が 行 う ス テ ッ プ Ｓ

６ ６ ０ は 、 拡 張 符 号 が 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ で は な く 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ か ら 入 力 さ れ る こ と 以

外 は 第 九 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。

【 ０ １ ６ ６ 】

［ 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ ］

　 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ は 、 モ ノ ラ ル 復 号 部 ６ ２ ０ か ら 入 力 さ れ た Ｐ － １ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信

号 の う ち の パ ワ ー が 最 大 で あ る 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 と パ ワ ー が ２ 番 目 に 大 き い 復 号 モ ノ ラ ル

信 号 を 選 択 し て 信 号 分 析 部 ６ ４ ０ に 出 力 し 、 さ ら に 、 選 択 し た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の

パ ワ ー の 比 ま た は 差 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得 て 、 得 た 特 徴 パ ラ メ ー タ を 表 す 符 号 で あ る

拡 張 符 号 を 得 て 送 信 部 ６ ６ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ０ ） 。

【 ０ １ ６ ７ 】
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［ 信 号 混 合 部 ６ ７ ０ ］

　 信 号 混 合 部 ６ ７ ０ は 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 か ら 、 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号

モ ノ ラ ル 信 号 を 混 合 し た 信 号 で あ る モ ノ ラ ル 信 号 を 得 て モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ に 出 力 す

る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ ０ ） 。

【 ０ １ ６ ８ 】

　 な お 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ １ で の ２ 地 点 の 音 信 号 の 擬 似 的 な 左 と 右 へ の 振

り 分 け を 強 調 す る た め に 、 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ は 、 選 択 し た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の う ち

の パ ワ ー が 大 き い 方 の 地 点 を 特 定 す る 情 報 を 特 徴 パ ラ メ ー タ と し て 得 て 、 得 た 特 徴 パ ラ メ

ー タ を 表 す 符 号 で あ る 拡 張 符 号 を 得 て 送 信 部 ６ ６ ０ に 出 力 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 複

数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ １ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ １ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ

１ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ １ で は 、 各 地 点 に つ い て 予 め 定 め ら れ た 左 右 位 置 に 音 信 号 が

定 位 す る よ う に ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 る よ う に す れ ば よ い 。 ま た

、 こ の 場 合 に は 、 信 号 混 合 部 ６ ７ ０ は 入 力 さ れ た ２ 個 の 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 の う ち の パ ワ ー

が 大 き い 方 を 選 択 し て モ ノ ラ ル 符 号 化 部 ６ ５ ０ に 出 力 し て も よ く 、 そ も そ も 信 号 混 合 部 ６

７ ０ を 備 え ず に 、 地 点 選 択 部 ６ ３ ０ が パ ワ ー が 最 大 で あ る 復 号 モ ノ ラ ル 信 号 １ つ の み を 選

択 し て 出 力 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ６ ９ 】

＜ 第 十 実 施 形 態 ＞

　 上 述 し た 各 実 施 形 態 及 び 変 形 例 で は 、 説 明 を 簡 単 化 す る た め に 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置

２ ０ ０ － ｍ の ２ 個 の チ ャ ン ネ ル の 音 信 号 を 扱 う 例 で 説 明 し た 。 し か し 、 チ ャ ン ネ ル 数 は こ

の 限 り で は な く ２ 以 上 で あ れ ば よ い 。 こ の チ ャ ン ネ ル 数 を Ｃ （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） と す る

と 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 及 び 変 形 例 は 、 ２ 個 の チ ャ ン ネ ル を Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の

チ ャ ン ネ ル と 読 み 替 え て 実 施 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ７ ０ 】

　 例 え ば 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 収 音 部 ２ １

１ － ｍ は Ｃ 個 の マ イ ク ロ ホ ン と Ｃ 個 の A D変 換 部 を 含 む よ う に す れ ば よ く 、 複 数 回 線 対 応 端

末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ の 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た

Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 か ら モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 を 得 る よ う に す れ ば よ

い 。 具 体 的 に は 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 、 入 力 さ れ た Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音

信 号 を 混 合 し た 信 号 を 所 定 の 第 １ の 符 号 化 方 式 で 符 号 化 し て モ ノ ラ ル 符 号 を 得 て 、 入 力 さ

れ た Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ネ ル 間 の 差 分 に 相 当 す る 情 報 を 表

す 符 号 を 含 む 拡 張 符 号 を 得 る よ う に す れ ば よ い 。 Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に

お け る チ ャ ネ ル 間 の 差 分 に 相 当 す る 情 報 と は 、 例 え ば 、 基 準 と す る チ ャ ン ネ ル 以 外 の Ｃ －

１ 個 の チ ャ ン ネ ル そ れ ぞ れ に つ い て の 、 当 該 チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と 基 準 と す る

チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 と の 差 分 に 相 当 す る 情 報 で あ る 。

【 ０ １ ７ １ 】

　 ま た 、 複 数 回 線 対 応 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 復 号 装 置 ２ ２ ２ －

ｍ は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 と 拡 張 符 号 と に 基 づ い て Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る よ う に す れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の モ ノ ラ ル

復 号 部 ２ ２ ２ １ － ｍ は 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 し て モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音

信 号 を 得 て 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ の 拡 張 復 号 部 ２ ２ ２ ２ － ｍ は 、 モ ノ ラ ル の 復 号 デ ィ ジ タ

ル 音 信 号 が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 が 混 合 さ れ た 信 号 で あ る と 見 做 し

、 入 力 さ れ た 拡 張 符 号 に 基 づ い て 得 ら れ る 特 徴 パ ラ メ ー タ が Ｃ 個 の チ ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ

ジ タ ル 音 信 号 に お け る チ ャ ン ネ ル 間 の 差 分 の 特 徴 を 表 す 情 報 で あ る と 見 做 し て 、 Ｃ 個 の チ

ャ ン ネ ル の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 出 力 す る よ う に す れ ば よ い 。 ま た こ の 場 合 は 、 複

数 回 線 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ の 再 生 部 ２ ２ ３ － ｍ が 最 大 Ｃ 個

の D A変 換 部 と 最 大 Ｃ 個 の ス ピ ー カ を 含 む よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ７ ２ 】

＜ そ の 他 の 実 施 形 態 ＞

＜ ＜ 電 話 シ ス テ ム に 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 も 含 む 形 態 ＞ ＞
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　 電 話 シ ス テ ム １ ０ ０ に 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ も 含 む 場 合 に は 、 電 話 回 線 専 用

端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ は 以 下 の 通 り に 周 知 の 動 作 を す る 。

【 ０ １ ７ ３ 】

≪ 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ ≫

　 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ は 、 例 え ば 従 来 型 の 携 帯 電 話 機 や 従 来 型 の ス マ ー ト フ

ォ ン で あ り 、 図 １ １ に 示 す 通 り 、 音 信 号 送 信 側 装 置 ３ １ ０ － ｎ と 音 信 号 受 信 側 装 置 ３ ２ ０

－ ｎ を 含 む 。 音 信 号 送 信 側 装 置 ３ １ ０ － ｎ は 収 音 部 ３ １ １ － ｎ と 符 号 化 装 置 ３ １ ２ － ｎ と

送 信 部 ３ １ ３ － ｎ を 含 む 。 音 信 号 受 信 側 装 置 ３ ２ ０ － ｎ は 受 信 部 ３ ２ １ － ｎ と 復 号 装 置 ３

２ ２ － ｎ と 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ を 含 む 。 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ の 音 信 号 送 信 側 装

置 ３ １ ０ － ｎ は 、 図 １ ２ 及 び 以 下 に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ の 処

理 を 行 い 、 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ３ ２ ０ － ｎ は 、 図 １ ３ 及

び 以 下 に 例 示 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ３ の 処 理 を 行 う 。

【 ０ １ ７ ４ 】

［ 音 信 号 送 信 側 装 置 ３ １ ０ － ｎ ］

　 音 信 号 送 信 側 装 置 ３ １ ０ － ｎ は 、 例 え ば 20msの 所 定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー

ム ご と に 、 １ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 対 応 す る モ ノ ラ ル 符 号 を 含 む 符 号 列 で

あ る 第 一 符 号 列 を 得 て 第 一 通 信 回 線 ４ ２ ０ － ｎ に 出 力 す る 。

【 ０ １ ７ ５ 】

［ ［ 収 音 部 ３ １ １ － ｎ ］ ］

　 収 音 部 ３ １ １ － ｎ は 、 １ 個 の マ イ ク ロ ホ ン と １ 個 の A D変 換 部 を 含 む 。 マ イ ク ロ ホ ン は 、

マ イ ク ロ ホ ン の 周 辺 の 空 間 領 域 で 発 生 し た 音 を 収 音 し て ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 変 換 し て A D

変 換 部 に 出 力 す る 。 A D変 換 部 は 、 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 を 例 え ば サ ン プ リ ン グ 周

波 数 が 8kHzの PC M信 号 で あ る デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 。 す な わ ち 、 収 音 部 ３

１ １ － ｎ は 、 １ 個 の マ イ ク ロ ホ ン で 収 音 し た 音 に 対 応 す る １ 個 の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル

音 信 号 を 符 号 化 装 置 ３ １ ２ － ｎ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ ） 。

【 ０ １ ７ ６ 】

［ ［ 符 号 化 装 置 ３ １ ２ － ｎ ］ ］

　 符 号 化 装 置 ３ １ ２ － ｎ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 収 音 部 ３ １ １ － ｎ か ら 入 力 さ れ た １ 個 の チ

ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 上 述 し た 所 定 の 符 号 化 方 式 で 符 号 化 し て モ ノ ラ ル 符 号 を 得

て 送 信 部 ３ １ ３ － ｎ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ２ ） 。

【 ０ １ ７ ７ 】

［ ［ 送 信 部 ３ １ ３ － ｎ ］ ］

　 送 信 部 ３ １ ３ － ｎ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 符 号 化 装 置 ３ １ ２ － ｎ か ら 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル

符 号 を 含 む 符 号 列 で あ る 第 一 符 号 列 を 第 一 通 信 回 線 ４ ２ ０ － ｎ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３

１ ３ ） 。

【 ０ １ ７ ８ 】

［ 音 信 号 受 信 側 装 置 ３ ２ ０ － ｎ ］

　 音 信 号 受 信 側 装 置 ３ ２ ０ － ｎ は 、 例 え ば 20msの 所 定 の 時 間 区 間 ご と に 、 す な わ ち フ レ ー

ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ ２ ０ － ｎ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符 号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 に

基 づ く 音 を 出 力 す る 。

【 ０ １ ７ ９ 】

［ ［ 受 信 部 ３ ２ １ － ｎ ］ ］

　 受 信 部 ３ ２ １ － ｎ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 第 一 通 信 回 線 ４ ２ ０ － ｎ か ら 入 力 さ れ た 第 一 符

号 列 に 含 ま れ る モ ノ ラ ル 符 号 を 復 号 装 置 ３ ２ ２ － ｎ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ １ ） 。

【 ０ １ ８ ０ 】

［ ［ 復 号 装 置 ３ ２ ２ － ｎ ］ ］

　 復 号 装 置 ３ ２ ２ － ｎ に は 、 フ レ ー ム ご と に 、 受 信 部 ３ ２ １ － ｎ が 出 力 し た モ ノ ラ ル 符 号

が 入 力 さ れ る 。 復 号 装 置 ３ ２ ２ － ｎ は 、 フ レ ー ム ご と に 、 入 力 さ れ た モ ノ ラ ル 符 号 を 上 述

し た 所 定 の 復 号 方 式 で 復 号 し て １ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 得 て 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ に 出

力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ２ ） 。
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【 ０ １ ８ １ 】

［ ［ 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ ］ ］

　 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ は 、 入 力 さ れ た １ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 対 応 す る 音 を 出 力 す る

（ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ３ ） 。

【 ０ １ ８ ２ 】

　 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ は 、 例 え ば 、 １ 個 の D A変 換 部 と １ 個 の ス ピ ー カ を 含 む 。 D A変 換 部 は 、

入 力 さ れ た 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 。 ス ピ ー カ は

、 D A変 換 部 か ら 入 力 さ れ た ア ナ ロ グ の 電 気 信 号 に 対 応 す る 音 を 発 生 す る 。 ス ピ ー カ は 、 ス

テ レ オ ヘ ッ ド フ ォ ン や ス テ レ オ イ ヤ ホ ン に 備 え ら れ た も の で あ っ て も よ い 。 ス テ レ オ ヘ ッ

ド フ ォ ン や ス テ レ オ イ ヤ ホ ン に 備 え ら れ た ス ピ ー カ 、 す な わ ち ２ 個 の ス ピ ー カ を 用 い る 場

合 に は 、 例 え ば 、 再 生 部 ３ ２ ３ － ｎ は 、 D A変 換 部 が 出 力 し た 電 気 信 号 を ２ 個 の ス ピ ー カ に

入 力 し て 、 １ 個 の 復 号 デ ィ ジ タ ル 音 信 号 に 対 応 す る 音 （ 復 号 音 信 号 ） を ２ 個 の ス ピ ー カ か

ら 発 生 す る 。

【 ０ １ ８ ３ 】

〔 効 果 〕

　 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ で も 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ と 同 じ 符 号 化 方

式 と 復 号 方 式 を 用 い て い る こ と か ら 、 電 話 回 線 専 用 端 末 装 置 ３ ０ ０ － ｎ で は 、 最 低 限 の 音

質 の 復 号 音 信 号 を 得 ら れ る よ う に 互 換 性 を 確 保 し た 上 で 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ －

ｍ で は 、 最 低 限 の 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る 場 合 と ほ ぼ 同 じ 遅 延 時 間 で 、 す な わ ち 双 方 向 通

話 の 際 に 違 和 感 が 生 じ な い 遅 延 時 間 で 、 高 音 質 の 復 号 音 信 号 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ８ ４ 】

＜ ＜ モ ノ ラ ル 符 号 で も 拡 張 符 号 で も な い 符 号 も あ る 形 態 ＞ ＞

　 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 送 信 側 装 置 ２ １ ０ － ｍ は 、 上 述 し た モ ノ ラ ル

符 号 で も 上 述 し た 拡 張 符 号 で も な い 符 号 （ 追 加 符 号 ） を 得 て 出 力 す る よ う に し て も よ い 。

具 体 的 に は 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ は 追 加 符 号 も 得 て 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ に 出 力 す る よ う に

し 、 送 信 部 ２ １ ３ － ｍ は 、 符 号 化 装 置 ２ １ ２ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 追 加 符 号 を 第 一 通 信 回 線

４ １ ０ － ｍ と 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ の 何 れ か に 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 追 加 符 号 は

、 例 え ば 、 入 力 さ れ た Ｃ 個 （ Ｃ は ２ 以 上 の 整 数 ） の チ ャ ン ネ ル の デ ィ ジ タ ル 音 信 号 を 混 合

し た 信 号 の 高 域 成 分 の 特 徴 を 表 す 符 号 で あ る 。

【 ０ １ ８ ５ 】

　 同 様 に 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ に は 、 上 述 し

た モ ノ ラ ル 符 号 で も 上 述 し た 拡 張 符 号 で も な い 符 号 （ 追 加 符 号 ） が 入 力 さ れ て 、 複 数 回 線

対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 音 信 号 受 信 側 装 置 ２ ２ ０ － ｍ は 、 追 加 符 号 も 用 い て 復 号 音 信 号

を 得 て 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ は 、 第 一 通 信 回 線 ４ １

０ － ｍ と 第 二 通 信 回 線 ５ １ ０ － ｍ の 何 れ か か ら 入 力 さ れ た 追 加 符 号 を 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ

に 出 力 し 、 復 号 装 置 ２ ２ ２ － ｍ は 、 受 信 部 ２ ２ １ － ｍ か ら 入 力 さ れ た 追 加 符 号 も 用 い て 復

号 音 信 号 を 得 る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ ８ ６ 】

＜ プ ロ グ ラ ム 及 び 記 録 媒 体 ＞

　 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ の 各 部 の 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に よ り 実 現 し て も よ い 。

言 い 換 え れ ば 、 複 数 回 線 対 応 端 末 装 置 ２ ０ ０ － ｍ に お け る 符 号 化 方 法 、 複 数 回 線 対 応 端 末

装 置 ２ ０ ０ － ｍ に お け る 復 号 方 法 の そ れ ぞ れ の 各 ス テ ッ プ の 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て

実 行 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 各 ス テ ッ プ の 処 理 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て

、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 各 ス テ ッ プ の 処 理 が コ ン ピ ュ ー

タ 上 で 実 現 さ れ る 。 図 １ ４ は 、 上 述 の 処 理 を 実 現 す る コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 構 成 の 一 例 を 示

す 図 で あ る 。 当 該 処 理 は 、 記 録 部 ２ ０ ２ ０ に 、 コ ン ピ ュ ー タ を 上 述 の 装 置 と し て 機 能 さ せ

る た め の プ ロ グ ラ ム を 読 み 込 ま せ 、 制 御 部 ２ ０ １ ０ 、 入 力 部 ２ ０ ３ ０ 、 出 力 部 ２ ０ ４ ０ な

ど に 動 作 さ せ る こ と で 実 施 で き る 。

　 こ れ ら の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム の そ れ ぞ れ は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な

記 録 媒 体 に 記 録 し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は
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、 例 え ば 、 磁 気 記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の

で も よ い 。

　 ま た 、 各 部 の 処 理 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 構 成

す る こ と に し て も よ い し 、 こ れ ら の 処 理 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ

と と し て も よ い 。

　 そ の 他 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な

い 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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